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１ 調査概要 

（１）調査の目的 

長期欠席の状態にある児童生徒を抱える家庭を対象に、長期欠席による家庭環境の変化や

支援制度の利用状況、求める支援内容等を把握し分析を行うことで、当該家庭を支援するための

実態に即した効果的な施策を構築することを目的とする。 

 

（２）調査概要 

 山梨県における長期欠席児童生徒およびそのご家庭への支援策を検討するため、県内公立小

学生から高校生の保護者を対象に、実態調査（webアンケート調査）を実施した。   

 

図表：アンケート概要 

調査対象 県内の公立小学校２年生～公立高校３年生の保護者 

調査方法 web調査 

集計対象数 ※ 771件   

 

※回答者のうち Q3-1にてお子さんが 30日以上欠席した人数が１名以上の人を集計対象とした。 

 

（３）調査期間 

2025年 7月 8日―8月 8日 

 

 

結果の見方 

・単数回答はグラフ、複数回答はマトリクス表。 

・Q4-6がクロス先の場合は、3人分合算値（＝最大母数はお子さんの数である 844人）。 

・傾向のコメントが難しい設問については、グラフ・マトリクス表のみの貼り付けとしている。 
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１．SC・SSWの利用有無別クロス 

Q8_1.SCの利用 × Q3_2 欠席の状況  

 「昨年度、一週間以上連続して学校を欠席した期間があり、現在も行っていない」割合は、SC を

「知らない、わからない」層が 36.4％と最も高い。（母数が少ない点には留意が必要） 

 SCを「利用したことは無い」層は今年度は学校に行っている割合が比較的高い。 

 

 

 

Q8_1.SSWの利用 × Q3_2 欠席の状況  

 「昨年度、一週間以上連続して学校を欠席した期間があり、現在も行っていない」割合は、SSW

を「現在利用している」層が最も高く 34.6％、次いで「知らない、わからない」層が 31.4％。 

 

  

現在利用している  (n=163)

過去に利用したことはあるが、現在は利用していない

(n=413)

利用したことは無い  (n=119)

利用したくない  (n=34)
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'昨年度、連続ではないが年間を通じて三十日以上学校を欠席した。現在は欠席が減り、学校に通うことができている。

'その他
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Q8_１.SCの利用 × Q4_1 現在の学年   

SCの利用率は、小３で最も高く 35.9％。 
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Q8_１.SSWの利用 × Q4_1 現在の学年  

SSWの利用率は、小３で最も高く 15.4％。「知らない、わからない」は、小３で最も高く 41.0％。 
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Q8_1.SCの利用 × Q４.長期欠席歴  

長期欠席が長い層のほうが SCを「現在利用している」割合が低くなっている。SCを「過去に利

用したことはあるが、現在は利用していない」割合は、1年、2－4年、5年以上と欠席期間が長い

ほど増える。 

 

  

1年未満  (n=14)
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5年以上  (n=81)
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その他

利用したくない

どういったものか知らない、わからない
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Q8_1. SSWの利用 × Q４.長期欠席歴  

SC同様、SSWを「過去に利用したことはあるが、現在は利用していない」割合は、1年、2－4

年、5年以上と欠席期間が長いほど増える。 
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利用したことがないが、利用を検討している
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今は利用するつもりはないが、必要になれば検討する

その他

利用したくない

どういったものか知らない、わからない
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Q8_1.SCの利用 × Q5.長期欠席の要因 

SC を「現在利用している」層、SC を「過去に利用したことはあるが、現在は利用していない」層

は、「気持ちが落ち込んだり、いらいらしたりした」、「学校で、声や音がうるさかったり、いやなにお

いがしたりした」の割合が他の層よりも高い傾向にある。 

また、SCを「現在利用している」層は、「勉強がわからなかった」の選択割合も他の層よりも高い。

SCを「過去に利用したことはあるが、現在は利用していない」層は、「先生とあわなかった」の割合

が他の層に比べ高い。 

SCを「利用したくない」層は、「いやがらせやいじめをうけた」「いじめ以外の友人関係のトラブル

があった」「仲の良い友達がいなかった」の割合が他の層に比べ高い傾向にある。 

 

 

 

  

い

や

が

ら

せ

や

い

じ

め

を

う

け

た

い

や

が

ら

せ

や

い

じ

め

に

加

わ

っ

て

し

ま

っ

た

い

じ

め

以

外

の

友

人

関

係

の

ト

ラ

ブ

ル

が

あ

っ

た

仲

の

良

い

友

達

が

い

な

か

っ

た

先

生

と

あ

わ

な

か

っ

た

先

生

に

厳

し

く

怒

ら

れ

た

勉

強

が

分

か

ら

な

か

っ

た

授

業

が

か

ん

た

ん

す

ぎ

た

成

績

が

下

が

っ

た

宿

題

が

で

き

な

か

っ

た

将

来

の

進

路

の

こ

と

で

悩

ん

で

い

た

部

活

動

の

問

題

学

校

の

き

ま

り

の

こ

と

844 158 3 141 106 212 84 127 9 29 62 13 49 105

100.0 18.7 0.4 16.7 12.6 25.1 10.0 15.0 1.1 3.4 7.3 1.5 5.8 12.4

163 32 1 27 24 34 16 34 2 4 18 4 10 24

100.0 19.6 0.6 16.6 14.7 20.9 9.8 20.9 1.2 2.5 11.0 2.5 6.1 14.7

413 82 2 69 54 119 49 56 5 17 29 4 25 63

100.0 19.9 0.5 16.7 13.1 28.8 11.9 13.6 1.2 4.1 7.0 1.0 6.1 15.3

119 20 0 22 12 31 12 21 1 5 10 4 8 8

100.0 16.8 0.0 18.5 10.1 26.1 10.1 17.6 0.8 4.2 8.4 3.4 6.7 6.7

34 11 0 7 6 8 1 4 1 0 1 0 4 2

100.0 32.4 0.0 20.6 17.6 23.5 2.9 11.8 2.9 0.0 2.9 0.0 11.8 5.9

22 3 0 0 2 4 0 3 0 0 1 1 0 0

100.0 13.6 0.0 0.0 9.1 18.2 0.0 13.6 0.0 0.0 4.5 4.5 0.0 0.0

22 5 0 10 4 6 2 6 0 1 2 0 1 2

100.0 22.7 0.0 45.5 18.2 27.3 9.1 27.3 0.0 4.5 9.1 0.0 4.5 9.1

入

学

、

進

級

、

転

校

し

て

学

校

や

ク

ラ

ス

に

合

わ

な

か

っ

た

学

校

で

、

声

や

音

が

う

る

さ

か

っ

た

り

、

い

や

な

に

お

い

が

し

た

り

し

た

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

、

ゲ

ー

ム

、

動

画

視

聴

、

S

N

S

な

ど

の

影

響

学

校

と

は

違

っ

た

こ

と

（

遊

び

）

を

し

た

か

っ

た

か

ら

だ

の

不

調

気

持

ち

が

落

ち

込

ん

だ

り

、

い

ら

い

ら

し

た

り

し

た

夜

ね

む

れ

な

か

っ

た

り

、

朝

起

き

ら

れ

な

か

っ

た

り

し

た

家

で

の

生

活

が

変

わ

っ

た

親

の

こ

と

家

族

の

世

話

や

家

事

が

忙

し

か

っ

た

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

答

え

た

く

な

い

95 129 56 38 274 261 222 31 48 3 155 62 4

11.3 15.3 6.6 4.5 32.5 30.9 26.3 3.7 5.7 0.4 18.4 7.3 0.5

16 30 8 5 59 66 45 7 16 0 31 15 0

9.8 18.4 4.9 3.1 36.2 40.5 27.6 4.3 9.8 0.0 19.0 9.2 0.0

54 74 25 18 137 132 120 17 20 2 70 30 3

13.1 17.9 6.1 4.4 33.2 32.0 29.1 4.1 4.8 0.5 16.9 7.3 0.7

17 14 16 7 43 38 33 4 7 1 25 9 0

14.3 11.8 13.4 5.9 36.1 31.9 27.7 3.4 5.9 0.8 21.0 7.6 0.0

3 3 3 5 12 6 6 1 0 0 8 1 0

8.8 8.8 8.8 14.7 35.3 17.6 17.6 2.9 0.0 0.0 23.5 2.9 0.0

1 1 0 0 6 5 3 1 2 0 5 2 1

4.5 4.5 0.0 0.0 27.3 22.7 13.6 4.5 9.1 0.0 22.7 9.1 4.5

2 4 3 2 7 6 8 1 1 0 8 1 0

9.1 18.2 13.6 9.1 31.8 27.3 36.4 4.5 4.5 0.0 36.4 4.5 0.0

知らない、わからない

その他

S

C

利

用

有

無

過去に利用したことはあるが、現

在は利用していない

S

C

利

用

有

無

過去に利用したことはあるが、現

在は利用していない

その他

知らない、わからない

利用したくない

利用したことは無い

現在利用している

  全  体

現在利用している

'問5-1.お子さんが学校を長期欠席していた要因・きっかけは何ですか。（複数回答可）

利用したことは無い

利用したくない

全

体

  全  体
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Q8_1.SSWの利用 × Q5.長期欠席の要因 

SSW を「利用したくない」層は、「いやがらせやいじめをうけた」の割合が 30.8％と他の層に比べ

高い傾向にある。「利用したことは無い」「利用したくない」「知らない、わからない」層は、「からだ

の不調」が他の層よりも高い傾向にある。 

 

 

 

  

い

や

が

ら

せ

や

い

じ

め

を

う

け

た

い

や

が

ら

せ

や

い

じ

め

に

加

わ

っ

て

し

ま

っ

た

い

じ

め

以

外

の

友

人

関

係

の

ト

ラ

ブ

ル

が

あ

っ

た

仲

の

良

い

友

達

が

い

な

か

っ

た

先

生

と

あ

わ

な

か

っ

た

先

生

に

厳

し

く

怒

ら

れ

た

勉

強

が

分

か

ら

な

か

っ

た

授

業

が

か

ん

た

ん

す

ぎ

た

成

績

が

下

が

っ

た

宿

題

が

で

き

な

か

っ

た

将

来

の

進

路

の

こ

と

で

悩

ん

で

い

た

部

活

動

の

問

題

学

校

の

き

ま

り

の

こ

と

844 158 3 141 106 212 84 127 9 29 62 13 49 105

100.0 18.7 0.4 16.7 12.6 25.1 10.0 15.0 1.1 3.4 7.3 1.5 5.8 12.4

52 10 0 7 5 11 5 10 0 2 9 2 1 9

100.0 19.2 0.0 13.5 9.6 21.2 9.6 19.2 0.0 3.8 17.3 3.8 1.9 17.3

68 13 0 12 16 19 6 10 0 2 5 2 6 8

100.0 19.1 0.0 17.6 23.5 27.9 8.8 14.7 0.0 2.9 7.4 2.9 8.8 11.8

334 68 3 62 35 90 35 59 2 15 22 6 16 44

100.0 20.4 0.9 18.6 10.5 26.9 10.5 17.7 0.6 4.5 6.6 1.8 4.8 13.2

39 12 0 6 7 7 1 3 1 0 2 0 5 2

100.0 30.8 0.0 15.4 17.9 17.9 2.6 7.7 2.6 0.0 5.1 0.0 12.8 5.1

242 46 0 36 35 67 31 36 5 7 20 3 17 31

100.0 19.0 0.0 14.9 14.5 27.7 12.8 14.9 2.1 2.9 8.3 1.2 7.0 12.8

38 4 0 12 4 8 2 6 1 1 3 0 3 5

100.0 10.5 0.0 31.6 10.5 21.1 5.3 15.8 2.6 2.6 7.9 0.0 7.9 13.2

入

学

、

進

級

、

転

校

し

て

学

校

や

ク

ラ

ス

に

合

わ

な

か

っ

た

学

校

で

、

声

や

音

が

う

る

さ

か

っ

た

り

、

い

や

な

に

お

い

が

し

た

り

し

た

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

、

ゲ

ー

ム

、

動

画

視

聴

、

S

N

S

な

ど

の

影

響

学

校

と

は

違

っ

た

こ

と

（

遊

び

）

を

し

た

か

っ

た

か

ら

だ

の

不

調

気

持

ち

が

落

ち

込

ん

だ

り

、

い

ら

い

ら

し

た

り

し

た

夜

ね

む

れ

な

か

っ

た

り

、

朝

起

き

ら

れ

な

か

っ

た

り

し

た

家

で

の

生

活

が

変

わ

っ

た

親

の

こ

と

家

族

の

世

話

や

家

事

が

忙

し

か

っ

た

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

答

え

た

く

な

い

95 129 56 38 274 261 222 31 48 3 155 62 4

11.3 15.3 6.6 4.5 32.5 30.9 26.3 3.7 5.7 0.4 18.4 7.3 0.5

9 13 3 3 16 20 12 1 4 0 12 4 0

17.3 25.0 5.8 5.8 30.8 38.5 23.1 1.9 7.7 0.0 23.1 7.7 0.0

10 12 4 3 19 19 16 1 5 0 15 6 0

14.7 17.6 5.9 4.4 27.9 27.9 23.5 1.5 7.4 0.0 22.1 8.8 0.0

44 53 25 15 122 113 90 15 25 1 57 20 0

13.2 15.9 7.5 4.5 36.5 33.8 26.9 4.5 7.5 0.3 17.1 6.0 0.0

2 3 4 4 15 8 7 1 1 2 8 1 0

5.1 7.7 10.3 10.3 38.5 20.5 17.9 2.6 2.6 5.1 20.5 2.6 0.0

26 37 18 11 80 82 77 13 11 0 44 26 4

10.7 15.3 7.4 4.5 33.1 33.9 31.8 5.4 4.5 0.0 18.2 10.7 1.7

2 8 1 1 12 11 13 0 0 0 11 1 0

5.3 21.1 2.6 2.6 31.6 28.9 34.2 0.0 0.0 0.0 28.9 2.6 0.0

S

S

W

利

用

有

無

その他

知らない、わからない

利用したくない

利用したことは無い

全

体

'問5-1.お子さんが学校を長期欠席していた要因・きっかけは何ですか。（複数回答可）

S

S

W

利

用

有

無

現在利用している

過去に利用したことはあるが、現

在は利用していない

利用したことは無い

利用したくない

知らない、わからない

その他

過去に利用したことはあるが、現

在は利用していない

現在利用している

  全  体

  全  体
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Q8_1.SCの利用 × Q６.保護者の思い 

 SC を「現在利用している」層は、「在籍校に登校し、自分のクラスに入れるようにしてあげたい」

「自分のクラスに入れなくても、在籍校に登校できるようにしてあげたい」「在籍校以外の支援施設

に通わせてあげたい」の割合が他の層と比べ高い。 

 SC を「利用したくない」層は、「家庭で学校と繋がり、オンライン等で授業を受けさせてあげたい」

の割合が高い。 

 SC を「知らない、わからない」層は、「学校と繋がらなくても、家庭で学習に取り組ませてあげた

い」の割合が他の層と比べ高い。 

 

 

 

  

在

籍

校

に

登

校

し

、

自

分

の

ク

ラ

ス

に

入

れ

る

よ

う

に

し

て

あ

げ

た

い

自

分

の

ク

ラ

ス

に

入

れ

な

く

て

も

、

在

籍

校

に

登

校

で

き

る

よ

う

に

し

て

あ

げ

た

い

在

籍

校

以

外

の

支

援

施

設

に

通

わ

せ

て

あ

げ

た

い

家

庭

で

学

校

と

繋

が

り

、

オ

ン

ラ

イ

ン

等

で

授

業

を

受

け

さ

せ

て

あ

げ

た

い

学

校

と

繋

が

ら

な

く

て

も

、

家

庭

で

学

習

に

取

り

組

ま

せ

て

あ

げ

た

い

そ

の

他

844 336 344 228 262 203 133

100.0 39.8 40.8 27.0 31.0 24.1 15.8

163 78 89 55 53 53 23

100.0 47.9 54.6 33.7 32.5 32.5 14.1

413 176 177 126 141 99 74

100.0 42.6 42.9 30.5 34.1 24.0 17.9

119 47 47 24 39 28 16

100.0 39.5 39.5 20.2 32.8 23.5 13.4

34 9 8 6 11 8 6

100.0 26.5 23.5 17.6 32.4 23.5 17.6

22 8 7 6 10 9 2

100.0 36.4 31.8 27.3 45.5 40.9 9.1

22 11 10 4 4 3 7

100.0 50.0 45.5 18.2 18.2 13.6 31.8

問6長期欠席をしていた際、お子さんの状況に対して保護者としてどのように感じてい

たかご回答ください。（複数回答可）

  全  体

  全  体

その他

知らない、わからない

利用したくない

利用したことは無い

過去に利用したことはあるが、

現在は利用していない

現在利用している

S

C

利

用

有

無
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Q8_1.SSWの利用 × Q６.保護者の思い 

 SSWを「現在利用している」層は、「在籍校に登校し、自分のクラスに入れるようにしてあげたい」

「自分のクラスに入れなくても、在籍校に登校できるようにしてあげたい」「在籍校以外の支援施設

に通わせてあげたい」の割合が他の層と比べ高い傾向にある。 

 SSWを「知らない、わからない」層は、「家庭で学校と繋がり、オンライン等で授業を受けさせてあ

げたい」「学校と繋がらなくても、家庭で学習に取り組ませてあげたい」の割合が高い。 

 

 

  

在

籍

校

に

登

校

し

、

自

分

の

ク

ラ

ス

に

入

れ

る

よ

う

に

し

て

あ

げ

た

い

自

分

の

ク

ラ

ス

に

入

れ

な

く

て

も

、

在

籍

校

に

登

校

で

き

る

よ

う

に

し

て

あ

げ

た

い

在

籍

校

以

外

の

支

援

施

設

に

通

わ

せ

て

あ

げ

た

い

家

庭

で

学

校

と

繋

が

り

、

オ

ン

ラ

イ

ン

等

で

授

業

を

受

け

さ

せ

て

あ

げ

た

い

学

校

と

繋

が

ら

な

く

て

も

、

家

庭

で

学

習

に

取

り

組

ま

せ

て

あ

げ

た

い

そ

の

他

844 336 344 228 262 203 133

100.0 39.8 40.8 27.0 31.0 24.1 15.8

52 28 27 20 14 13 11

100.0 53.8 51.9 38.5 26.9 25.0 21.2

68 29 23 23 14 24 13

100.0 42.6 33.8 33.8 20.6 35.3 19.1

334 136 145 102 113 70 43

100.0 40.7 43.4 30.5 33.8 21.0 12.9

39 17 12 4 11 7 6

100.0 43.6 30.8 10.3 28.2 17.9 15.4

242 104 114 63 93 80 41

100.0 43.0 47.1 26.0 38.4 33.1 16.9

38 15 17 9 13 6 14

100.0 39.5 44.7 23.7 34.2 15.8 36.8

知らない、わからない

その他

  全  体

問6-長期欠席をしていた際、お子さんの状況に対して保護者としてどのよう

に感じていたかご回答ください。（複数回答可）

  全  体

SSW利用有無

現在利用している

過去に利用したことはあるが、

現在は利用していない

利用したことは無い

利用したくない
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Q8_1.SCの利用 × Q９.学校（教育委員会）に求める支援 

 

【Q9-1.在籍学校内に、教室以外の居場所をつくってほしい】 

 SCを「現在利用している」層は、「強く望む」割合が他の層に比べ最も高く、65.5％。 

 

 

【Q9-2.登校時の付き添い等、登校支援をしてほしい】 

 SCを「現在利用している」層は、「強く望む」割合が他の層に比べ最も高く、18.2％。 

 

 

  

現在利用している  (n=148)

過去に利用したことはあるが、現在は利用していない  (n=375)

利用したことは無い  (n=112)

利用したくない  (n=31)

知らない、わからない  (n=21)

その他  (n=21)

65.5

51.5

38.4

48.4

28.6

28.6

25.7

27.2

30.4

9.7

14.3

47.6

4.1

10.1

17.9

19.4

38.1

0.0

0.0

3.7

4.5

6.5

9.5

4.8

4.7

7.5

8.9

16.1

9.5

19.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

現在利用している  (n=148)

過去に利用したことはあるが、現在は利用していない  (n=375)

利用したことは無い  (n=112)

利用したくない  (n=31)

知らない、わからない  (n=21)

その他  (n=21)

18.2

12.8

12.5

12.9

14.3

14.3

21.6

17.6

17.9

16.1

4.8

19.0

41.9

41.3

42.9

29.0

33.3

38.1

9.5

18.9

17.0

19.4

28.6

9.5

8.8

9.3

9.8

22.6

19.0

19.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答
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【Q9-3.オンライン授業の充実等、家庭にいても受けられる学習支援をしてほしい】 

 SCを「利用したくない」層は、「強く望む」割合が他の層に比べ最も高く、54.8％。 

 

 

【Q9-4.医療機関と繋がるための情報がほしい】 

 SCを「現在利用している」層は、「強く望む」割合が他の層に比べ最も高く、37.8％。 

 

 

【Q9-5.家庭環境や親子の関係についての相談窓口の情報がほしい】 

 SCを「現在利用している」層は、「強く望む」割合が他の層に比べ最も高く、35.8％。 

 

  

現在利用している  (n=148)

過去に利用したことはあるが、現在は利用していない  (n=375)

利用したことは無い  (n=112)

利用したくない  (n=31)

知らない、わからない  (n=21)

その他  (n=21)

41.2

48.3

41.1

54.8

47.6

42.9

34.5

30.7

33.0

16.1

28.6

28.6

14.2

10.9

15.2

9.7

9.5

9.5

2.0

3.2

2.7

6.5

0.0

9.5

8.1

6.9

8.0

12.9

14.3

9.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

現在利用している  (n=148)

過去に利用したことはあるが、現在は利用していない  (n=375)

利用したことは無い  (n=112)

利用したくない  (n=31)

知らない、わからない  (n=21)

その他  (n=21)

37.8

28.3

22.3

22.6

28.6

23.8

35.8

34.7

35.7

16.1

28.6

42.9

16.2

22.1

25.9

19.4

14.3

14.3

2.0

5.6

8.0

16.1

9.5

0.0

8.1

9.3

8.0

25.8

19.0

19.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

現在利用している  (n=148)

過去に利用したことはあるが、現在は利用していない  (n=375)

利用したことは無い  (n=112)

利用したくない  (n=31)

知らない、わからない  (n=21)

その他  (n=21)

35.8

24.0

13.4

9.7

14.3

19.0

33.1

32.5

30.4

12.9

38.1

42.9

19.6

26.4

35.7

35.5

23.8

19.0

2.7

7.7

10.7

16.1

4.8

0.0

8.8

9.3

9.8

25.8

19.0

19.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答
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【Q9-6.学校が安心できる場所になってほしい】 

 SCを「現在利用している」層は、「強く望む」割合が他の層に比べ最も高く、74.3％。 

 

 

【Q9-7.在籍学校とは別に、公共の支援場所を増やしてほしい】 

 SCを「現在利用している」層は、「強く望む」割合が他の層に比べ最も高く、50.0％。 

 

 

【Q9-8.学校外支援（教育支援センター、フリースクール、フリースペース・居場所など）と在籍学校

の連携をしてほしい】 

 SCを「現在利用している」層は、「強く望む」割合が他の層に比べ最も高く、60.8％。 

 

現在利用している  (n=148)

過去に利用したことはあるが、現在は利用していない  (n=375)

利用したことは無い  (n=112)

利用したくない  (n=31)

知らない、わからない  (n=21)

その他  (n=21)

74.3

68.0

58.0

54.8

47.6

61.9

18.2

19.5

24.1

12.9

28.6

19.0

2.0

5.1

8.0

9.7

14.3

0.0

0.0

1.1

2.7

6.5

4.8

0.0

5.4

6.4

7.1

16.1

4.8

19.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

現在利用している  (n=148)

過去に利用したことはあるが、現在は利用していない  (n=375)

利用したことは無い  (n=112)

利用したくない  (n=31)

知らない、わからない  (n=21)

その他  (n=21)

50.0

43.2

29.5

38.7

33.3

28.6

33.8

30.7

35.7

6.5

38.1

42.9

8.8

15.7

21.4

25.8

9.5

9.5

0.0

2.9

4.5

3.2

9.5

0.0

7.4

7.5

8.9

25.8

9.5

19.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

現在利用している  (n=148)

過去に利用したことはあるが、現在は利用していない  (n=375)

利用したことは無い  (n=112)

利用したくない  (n=31)

知らない、わからない  (n=21)

その他  (n=21)

60.8

47.5

30.4

35.5

38.1

33.3

25.7

29.3

40.2

19.4

33.3

38.1

6.8

12.3

19.6

19.4

9.5

9.5

0.0

2.9

2.7

3.2

4.8

0.0

6.8

8.0

7.1

22.6

14.3

19.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答
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【Q9-9.スクールカウンセラー（SC）に相談したいが、方法がわからないので教えてほしい】 

 SCを「現在利用している」層は、「強く望む」割合が他の層に比べ最も高く、14.9％。 

 

 

【Q9-10.スクールカウンセラー（SC）の相談時間を増やしてほしい】 

 SCを「現在利用している」層は、「強く望む」割合が他の層に比べ最も高く、23.6％。 

 

  

現在利用している  (n=148)

過去に利用したことはあるが、現在は利用していない  (n=375)

利用したことは無い  (n=112)

利用したくない  (n=31)

知らない、わからない  (n=21)

その他  (n=21)

14.9

7.7

9.8

3.2

9.5

0.0

16.9

17.3

19.6

6.5

19.0

28.6

39.9

40.8

44.6

25.8

42.9

38.1

17.6

24.0

16.1

38.7

4.8

14.3

10.8

10.1

9.8

25.8

23.8

19.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

現在利用している  (n=148)

過去に利用したことはあるが、現在は利用していない  (n=375)

利用したことは無い  (n=112)

利用したくない  (n=31)

知らない、わからない  (n=21)

その他  (n=21)

23.6

14.1

17.0

3.2

9.5

9.5

34.5

24.0

21.4

3.2

23.8

33.3

28.4

37.3

39.3

25.8

42.9

33.3

4.1

14.7

12.5

41.9

4.8

4.8

9.5

9.9

9.8

25.8

19.0

19.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答



18 

 

【Q9-11.スクールソーシャルワーカー（SSW）に繋いでもらいたいが、方法がわからないので教えて

ほしい】 

 SCを「現在利用している」層は、「強く望む」割合が他の層に比べ最も高く、26.4％。 

 

 

【Q9-12.スクールソーシャルワーカー（SSW）の対応時間を増やしてほしい】 

 SCを「現在利用している」層は、「強く望む」割合が他の層に比べ最も高く、23.6％。 

 

  

現在利用している  (n=148)

過去に利用したことはあるが、現在は利用していない  (n=375)

利用したことは無い  (n=112)

利用したくない  (n=31)

知らない、わからない  (n=21)

その他  (n=21)

26.4

14.7

12.5

3.2

9.5

23.8

31.1

27.7

24.1

3.2

28.6

23.8

27.0

32.5

40.2

29.0

33.3

28.6

4.7

15.5

14.3

38.7

4.8

4.8

10.8

9.6

8.9

25.8

23.8

19.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

現在利用している  (n=148)

過去に利用したことはあるが、現在は利用していない  (n=375)

利用したことは無い  (n=112)

利用したくない  (n=31)

知らない、わからない  (n=21)

その他  (n=21)

23.6

13.1

12.5

3.2

4.8

14.3

29.7

27.5

24.1

6.5

28.6

28.6

29.1

36.3

38.4

25.8

42.9

33.3

6.8

13.6

15.2

41.9

4.8

4.8

10.8

9.6

9.8

22.6

19.0

19.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答
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Q8_1.SSWの利用 × Q９.望む支援 

【Q9-1.在籍学校内に、教室以外の居場所をつくってほしい】 

 SSWを「現在利用している」層は、「強く望む」割合が他の層に比べ最も高く、65.2％。 

 

 

【Q9-2.登校時の付き添い等、登校支援をしてほしい】 

 SSWを「現在利用している」層は、「強く望む」割合が他の層に比べ最も高く、34.8％。 

 

 

【Q9-3.オンライン授業の充実等、家庭にいても受けられる学習支援をしてほしい】 

 SSWを「現在利用している」層は、「強く望む」割合が他の層に比べ最も高く、52.2％。 

 

  

現在利用している  (n=46)

過去に利用したことはあるが、現在は利用していない  (n=59)

利用したことは無い  (n=308)

利用したくない  (n=35)

知らない、わからない  (n=225)

その他  (n=35)

65.2

44.1

51.3

42.9

50.2

51.4

28.3

32.2

24.7

14.3

30.2

25.7

2.2

11.9

12.3

17.1

11.1

2.9

2.2

3.4

3.9

5.7

2.7

2.9

2.2

8.5

7.8

20.0

5.8

17.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

現在利用している  (n=46)

過去に利用したことはあるが、現在は利用していない  (n=59)

利用したことは無い  (n=308)

利用したくない  (n=35)

知らない、わからない  (n=225)

その他  (n=35)

34.8

15.3

14.0

14.3

9.8

11.4

17.4

16.9

19.8

14.3

15.6

25.7

30.4

39.0

41.2

28.6

47.6

22.9

13.0

8.5

16.9

17.1

19.1

17.1

4.3

20.3

8.1

25.7

8.0

22.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

現在利用している  (n=46)

過去に利用したことはあるが、現在は利用していない  (n=59)

利用したことは無い  (n=308)

利用したくない  (n=35)

知らない、わからない  (n=225)

その他  (n=35)

52.2

37.3

46.8

45.7

45.3

45.7

32.6

28.8

33.4

14.3

31.6

25.7

6.5

13.6

10.1

17.1

15.1

11.4

4.3

1.7

2.9

5.7

2.2

8.6

4.3

18.6

6.8

17.1

5.8

8.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答
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【Q9-4.医療機関と繋がるための情報がほしい】 

 SSWを「現在利用している」層は、「強く望む」割合が他の層に比べ最も高く、47.8％。 

 

 

【Q9-5.家庭環境や親子の関係についての相談窓口の情報がほしい】 

 SSWを「現在利用している」層は、「強く望む」割合が他の層に比べ最も高く、45.7％。 

 

 

【Q9-6.学校が安心できる場所になってほしい】 

 SSWを「現在利用している」層は、「強く望む」割合が他の層に比べ最も高く、76.1％。 

 

  

現在利用している  (n=46)

過去に利用したことはあるが、現在は利用していない  (n=59)

利用したことは無い  (n=308)

利用したくない  (n=35)

知らない、わからない  (n=225)

その他  (n=35)

47.8

25.4

28.2

22.9

28.9

22.9

28.3

37.3

34.7

14.3

36.4

40.0

17.4

13.6

24.0

22.9

20.0

14.3

2.2

5.1

4.9

11.4

7.6

0.0

4.3

18.6

8.1

28.6

7.1

22.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

現在利用している  (n=46)

過去に利用したことはあるが、現在は利用していない  (n=59)

利用したことは無い  (n=308)

利用したくない  (n=35)

知らない、わからない  (n=225)

その他  (n=35)

45.7

28.8

21.1

11.4

23.6

22.9

43.5

28.8

31.5

11.4

34.2

31.4

4.3

16.9

31.2

37.1

26.7

20.0

2.2

5.1

7.8

11.4

8.0

2.9

4.3

20.3

8.4

28.6

7.6

22.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

現在利用している  (n=46)

過去に利用したことはあるが、現在は利用していない  (n=59)

利用したことは無い  (n=308)

利用したくない  (n=35)

知らない、わからない  (n=225)

その他  (n=35)

76.1

61.0

64.6

57.1

70.2

62.9

15.2

23.7

20.5

14.3

20.0

20.0

2.2

5.1

6.8

5.7

4.4

0.0

2.2

3.4

1.0

2.9

1.3

0.0

4.3

6.8

7.1

20.0

4.0

17.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答
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【Q9-7.在籍学校とは別に、公共の支援場所を増やしてほしい】 

 SSWを「現在利用している」層は、「強く望む」割合が他の層に比べ最も高く、58.7％。 

 

 

【Q9-8.学校外支援（教育支援センター、フリースクール、フリースペース・居場所など）と在籍学

校の連携をしてほしい】 

 SSWを「現在利用している」層は、「強く望む」割合が他の層に比べ最も高く、63.0％。 

 

 

【Q9-9.スクールカウンセラー（SC）に相談したいが、方法がわからないので教えてほしい】 

 SSWを「現在利用している」層は、「強く望む」割合が他の層に比べ最も高く、21.7％。 

  

現在利用している  (n=46)

過去に利用したことはあるが、現在は利用していない  (n=59)

利用したことは無い  (n=308)

利用したくない  (n=35)

知らない、わからない  (n=225)

その他  (n=35)

58.7

49.2

38.0

37.1

41.8

40.0

28.3

25.4

34.4

5.7

34.7

28.6

8.7

11.9

16.6

25.7

15.1

8.6

2.2

1.7

3.2

2.9

2.7

0.0

2.2

11.9

7.8

28.6

5.8

22.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

現在利用している  (n=46)

過去に利用したことはあるが、現在は利用していない  (n=59)

利用したことは無い  (n=308)

利用したくない  (n=35)

知らない、わからない  (n=225)

その他  (n=35)

63.0

49.2

43.2

31.4

48.4

48.6

30.4

23.7

31.8

20.0

32.0

25.7

2.2

15.3

14.6

20.0

10.7

5.7

2.2

1.7

2.6

2.9

2.2

0.0

2.2

10.2

7.8

25.7

6.7

20.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

現在利用している  (n=46)

過去に利用したことはあるが、現在は利用していない  (n=59)

利用したことは無い  (n=308)

利用したくない  (n=35)

知らない、わからない  (n=225)

その他  (n=35)

21.7

11.9

8.1

2.9

9.8

0.0

26.1

13.6

19.2

5.7

16.4

17.1

37.0

30.5

46.1

31.4

40.0

25.7

10.9

23.7

17.9

31.4

24.9

25.7

4.3

20.3

8.8

28.6

8.9

31.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答



22 

 

【Q9-10.スクールカウンセラー（SC）の相談時間を増やしてほしい】 

 SSWを「現在利用している」層は、「強く望む」割合が他の層に比べ最も高く、21.7％。 

 

 

【Q9-11.スクールソーシャルワーカー（SSW）に繋いでもらいたいが、方法がわからないので教

えてほしい】 

 SSWを「現在利用している」層は、「強く望む」割合が他の層に比べ最も高く、26.1％。 

 

 

【Q9-12.スクールソーシャルワーカー（SSW）の対応時間を増やしてほしい】 

 SSWを「過去に利用したことはあるが、現在は利用していない」層は、「強く望む」割合が他の

層に比べ最も高く、22.0％。 

 

  

現在利用している  (n=46)

過去に利用したことはあるが、現在は利用していない  (n=59)

利用したことは無い  (n=308)

利用したくない  (n=35)

知らない、わからない  (n=225)

その他  (n=35)

21.7

18.6

17.2

5.7

14.2

11.4

37.0

16.9

24.0

8.6

28.4

28.6

30.4

23.7

39.0

25.7

37.3

25.7

6.5

22.0

11.0

31.4

11.6

8.6

4.3

18.6

8.8

28.6

8.4

25.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

現在利用している  (n=46)

過去に利用したことはあるが、現在は利用していない  (n=59)

利用したことは無い  (n=308)

利用したくない  (n=35)

知らない、わからない  (n=225)

その他  (n=35)

26.1

13.6

13.0

2.9

21.8

17.1

37.0

18.6

26.3

2.9

31.1

25.7

23.9

28.8

39.3

34.3

26.7

22.9

8.7

16.9

13.0

31.4

12.0

8.6

4.3

22.0

8.4

28.6

8.4

25.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

現在利用している  (n=46)

過去に利用したことはあるが、現在は利用していない  (n=59)

利用したことは無い  (n=308)

利用したくない  (n=35)

知らない、わからない  (n=225)

その他  (n=35)

21.7

22.0

12.7

2.9

16.0

11.4

52.2

13.6

25.3

5.7

29.3

28.6

21.7

28.8

40.6

28.6

33.8

22.9

16.9

12.7

37.1

12.4

8.6

4.3

18.6

8.8

25.7

8.4

28.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答
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Q8_１.SCの利用 × Q10.学校外支援の利用 

SCを「現在利用している」層が、学校外支援（教育支援センター、フリースクール、フリースペー

ス・居場所など）を「現在利用している」割合が 27.7％と最も高い。 

SCを「知らない、わからない」層は、学校外支援（教育支援センター、フリースクール、フリース

ペース・居場所など）を「どういったものか知らない、わからない」割合が 38.1％と最も高い。 

 

 

Q8_1.SSWの利用 × Q10.学校外支援の利用 

SSWを「現在利用している」層が、学校外支援（教育支援センター、フリースクール、フリースペ

ース・居場所など）も「現在利用している」割合が 30.4％と最も高い。 

SSWを「知らない、わからない」層は、学校外支援（教育支援センター、フリースクール、フリー

スペース・居場所など）を「どういったものか知らない、わからない」割合が 16.0％と最も高い。 

 

 

  

現在利用している  (n=148)

過去に利用したことはあるが、現在は利用していない  (n=375)

利用したことは無い  (n=112)

利用したくない  (n=31)

知らない、わからない  (n=21)

その他  (n=21)

27.7

18.1

6.3

3.2

4.8

9.5

7.4

18.9

9.8

12.9

14.3

4.1

4.0

6.3

6.5

9.5

10.1

9.1

6.3

3.2

9.5

4.8

29.1

33.1

55.4

25.8

23.8

23.8

6.1

3.5

4.5

3.2

4.8

28.6

1.4

3.7

0.0

25.8

9.5

8.8

6.9

8.9

9.7

38.1

14.3

5.4

2.7

2.7

9.7

4.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

現在利用している 過去に利用したことはあるが、現在は利用していない

利用したことがないが、利用を検討している 利用したいが、利用できない状況にある

今は利用するつもりはないが、必要になれば検討する その他

利用したくない どういったものか知らない、わからない

無回答

現在利用している  (n=46)

過去に利用したことはあるが、現在は利用していない  (n=59)

利用したことは無い  (n=308)

利用したくない  (n=35)

知らない、わからない  (n=225)

その他  (n=35)

30.4

18.6

15.9

2.9

17.8

14.3

21.7

27.1

13.3

5.7

11.1

17.1

5.1

5.2

5.7

4.9

15.2

6.8

7.5

2.9

9.3

11.4

15.2

16.9

47.1

25.7

29.8

25.7

2.2

10.2

3.9

2.9

4.0

17.1

2.2

1.0

31.4

4.9

10.9

8.5

3.2

11.4

16.0

8.6

2.2

6.8

2.9

11.4

2.2

5.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

現在利用している 過去に利用したことはあるが、現在は利用していない

利用したことがないが、利用を検討している 利用したいが、利用できない状況にある

今は利用するつもりはないが、必要になれば検討する その他

利用したくない どういったものか知らない、わからない

無回答
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２．長期欠席していた要因・きっかけ ×学校（教育委員会）に求める支援 クロス 

Q5. 長期欠席していた要因・きっかけ × Q9. 学校（教育委員会）に求める支援 

【Q5. 長期欠席していた要因・きっかけ × Q9-1.在籍学校内に、教室以外の居場所をつくってほ

しい】 

「強く望む」割合は、「いやがらせやいじめをうけた」「先生とあわなかった」層で 67.5％、「学校で、

声や音がうるさかったり、いやなにおいがしたりした」層で 66.4％。（nが少ない層を除く） 

 

親のこと  (n=44)

家族の世話や家事が忙しかった  (n=1)

その他（自由記述）  (n=136)

わからない  (n=53)

答えたくない  (n=3)

インターネット、ゲーム、動画視聴、SNSなどの影響  (n=54)

学校とは違ったこと（遊び）をしたかった  (n=33)

からだの不調  (n=238)

気持ちが落ち込んだり、いらいらしたりした  (n=235)

夜ねむれなかったり、朝起きられなかったりした  (n=204)

家での生活が変わった  (n=29)

宿題ができなかった  (n=53)

将来の進路のことで悩んでいた  (n=13)

部活動の問題  (n=47)

学校のきまりのこと  (n=94)

入学、進級、転校して学校やクラスに合わなかった  (n=91)

学校で、声や音がうるさかったり、いやなにおいがしたりした

(n=119)

いやがらせやいじめをうけた  (n=151)

いやがらせやいじめに加わってしまった  (n=3)

いじめ以外の友人関係のトラブルがあった  (n=128)

仲の良い友達がいなかった  (n=92)

先生とあわなかった  (n=191)

先生に厳しく怒られた  (n=76)

勉強が分からなかった  (n=116)

授業がかんたんすぎた  (n=9)

成績が下がった  (n=21)

67.5

100.0

62.5

63.0

67.5

63.2

57.8

55.6

61.9

58.5

53.8

55.3

58.5

63.7

66.4

55.6

69.7

53.8

61.7

55.9

55.2

43.2

56.6

43.4

21.9

29.7

29.3

22.5

27.6

29.3

33.3

28.6

32.1

38.5

29.8

33.0

26.4

24.4

31.5

24.2

29.8

26.4

29.4

34.5

34.1

100.0

25.7

41.5

7.3

6.3

6.5

6.8

5.3

10.3

9.5

5.7

7.7

12.8

6.4

7.7

5.9

9.3

3.0

13.4

8.9

12.7

3.4

13.6

13.2

13.2

100.0

3.3

1.6

1.1

3.1

3.9

2.6

11.1

3.8

2.1

2.1

2.2

3.4

3.7

3.0

2.9

3.0

2.0

6.9

9.1

4.4

1.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない
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【Q５. 長期欠席していた要因・きっかけ × Q9-2.登校時の付き添い等、登校支援をしてほしい】 

「強く望む」割合は、「宿題ができなかった」層で 26.4％、「インターネット、ゲーム、動画視聴、

SNSなどの影響」層で 25.9％。（nが少ない層を除く） 

 

親のこと  (n=42)

家族の世話や家事が忙しかった  (n=1)

その他（自由記述）  (n=133)

わからない  (n=53)

答えたくない  (n=3)

インターネット、ゲーム、動画視聴、SNSなどの影響  (n=54)

学校とは違ったこと（遊び）をしたかった  (n=31)

からだの不調  (n=230)

気持ちが落ち込んだり、いらいらしたりした  (n=224)

夜ねむれなかったり、朝起きられなかったりした  (n=199)

家での生活が変わった  (n=28)

宿題ができなかった  (n=53)

将来の進路のことで悩んでいた  (n=12)

部活動の問題  (n=45)

学校のきまりのこと  (n=91)

入学、進級、転校して学校やクラスに合わなかった  (n=87)

学校で、声や音がうるさかったり、いやなにおいがしたりした

(n=115)

いやがらせやいじめをうけた  (n=149)

いやがらせやいじめに加わってしまった  (n=3)

いじめ以外の友人関係のトラブルがあった  (n=122)

仲の良い友達がいなかった  (n=89)

先生とあわなかった  (n=185)

先生に厳しく怒られた  (n=75)

勉強が分からなかった  (n=113)

授業がかんたんすぎた  (n=9)

成績が下がった  (n=21)

22.1

66.7

19.7

20.2

17.3

24.0

23.9

0.0

14.3

26.4

25.0

15.6

13.2

13.8

12.2

25.9

6.5

18.7

19.6

16.6

28.6

14.3

100.0

15.8

5.7

0.0

19.5

0.0

21.3

24.7

20.5

21.3

19.5

22.2

14.3

24.5

8.3

20.0

24.2

14.9

19.1

25.9

6.5

23.9

21.9

20.1

25.0

23.8

0.0

24.1

17.0

0.0

35.6

33.3

45.9

38.2

42.2

37.3

46.0

44.4

66.7

39.6

58.3

44.4

48.4

50.6

51.3

40.7

58.1

44.3

41.5

47.2

25.0

45.2

0.0

39.8

49.1

100.0

22.8

0.0

13.1

16.9

20.0

17.3

10.6

33.3

4.8

9.4

8.3

20.0

14.3

20.7

17.4

7.4

29.0

13.0

17.0

16.1

21.4

16.7

0.0

20.3

28.3

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない
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【Q５. 長期欠席していた要因・きっかけ × Q9-3.オンライン授業の充実等、家庭にいても受けら

れる学習支援をしてほしい】 

「強く望む」割合は、「気持ちが落ち込んだり、いらいらしたりした」層で 56.8％、「からだの不調」

層で 55.8％。（nが少ない層を除く） 

  

親のこと  (n=44)

家族の世話や家事が忙しかった  (n=1)

その他（自由記述）  (n=141)

わからない  (n=54)

答えたくない  (n=3)

インターネット、ゲーム、動画視聴、SNSなどの影響  (n=55)

学校とは違ったこと（遊び）をしたかった  (n=33)

からだの不調  (n=240)

気持ちが落ち込んだり、いらいらしたりした  (n=236)

夜ねむれなかったり、朝起きられなかったりした  (n=206)

家での生活が変わった  (n=29)

宿題ができなかった  (n=51)

将来の進路のことで悩んでいた  (n=13)

部活動の問題  (n=47)

学校のきまりのこと  (n=94)

入学、進級、転校して学校やクラスに合わなかった  (n=90)

学校で、声や音がうるさかったり、いやなにおいがしたりした

(n=119)

いやがらせやいじめをうけた  (n=148)

いやがらせやいじめに加わってしまった  (n=3)

いじめ以外の友人関係のトラブルがあった  (n=126)

仲の良い友達がいなかった  (n=91)

先生とあわなかった  (n=190)

先生に厳しく怒られた  (n=78)

勉強が分からなかった  (n=113)

授業がかんたんすぎた  (n=9)

成績が下がった  (n=23)

54.7

66.7

53.2

53.8

54.7

55.1

46.0

33.3

47.8

45.1

61.5

55.3

45.7

46.7

56.3

43.6

42.4

55.8

56.8

56.3

55.2

45.5

0.0

50.4

42.6

0.0

29.1

0.0

37.3

30.8

32.6

30.8

29.2

55.6

26.1

33.3

38.5

34.0

42.6

45.6

30.3

34.5

36.4

34.6

30.9

32.0

34.5

43.2

100.0

30.5

35.2

66.7

11.5

33.3

7.1

13.2

8.4

6.4

19.5

0.0

26.1

15.7

0.0

8.5

11.7

7.8

11.8

18.2

21.2

8.3

10.6

9.2

6.9

9.1

0.0

15.6

20.4

33.3

4.7

0.0

2.4

2.2

4.2

7.7

5.3

11.1

0.0

5.9

0.0

2.1

0.0

0.0

1.7

3.6

0.0

1.3

1.7

2.4

3.4

2.3

0.0

3.5

1.9

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない
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【Q５. 長期欠席していた要因・きっかけ × Q9-4.医療機関と繋がるための情報がほしい】 

「強く望む」割合は、「宿題ができなかった」層で 47.2％、「先生に厳しく怒られた」層で 44.7％。（n

が少ない層を除く） 

 

親のこと  (n=44)

家族の世話や家事が忙しかった  (n=1)

その他（自由記述）  (n=133)

わからない  (n=54)

答えたくない  (n=3)

インターネット、ゲーム、動画視聴、SNSなどの影響  (n=54)

学校とは違ったこと（遊び）をしたかった  (n=32)

からだの不調  (n=230)

気持ちが落ち込んだり、いらいらしたりした  (n=231)

夜ねむれなかったり、朝起きられなかったりした  (n=201)

家での生活が変わった  (n=29)

宿題ができなかった  (n=53)

将来の進路のことで悩んでいた  (n=13)

部活動の問題  (n=46)

学校のきまりのこと  (n=94)

入学、進級、転校して学校やクラスに合わなかった  (n=88)

学校で、声や音がうるさかったり、いやなにおいがしたりした

(n=116)

いやがらせやいじめをうけた  (n=148)

いやがらせやいじめに加わってしまった  (n=3)

いじめ以外の友人関係のトラブルがあった  (n=124)

仲の良い友達がいなかった  (n=86)

先生とあわなかった  (n=186)

先生に厳しく怒られた  (n=76)

勉強が分からなかった  (n=113)

授業がかんたんすぎた  (n=9)

成績が下がった  (n=23)

33.8

33.3

40.3

41.9

39.8

44.7

38.9

55.6

34.8

47.2

61.5

45.7

38.3

36.4

40.5

25.9

25.0

36.5

40.7

33.3

41.4

34.1

33.8

20.4

0.0

40.5

33.3

34.7

33.7

33.3

30.3

38.1

11.1

39.1

34.0

30.8

32.6

37.2

34.1

35.3

48.1

28.1

41.7

38.5

42.8

37.9

40.9

34.6

42.6

33.3

18.2

33.3

21.0

23.3

19.9

17.1

17.7

11.1

26.1

17.0

7.7

15.2

19.1

23.9

18.1

22.2

28.1

19.1

17.3

19.4

20.7

22.7

100.0

24.1

35.2

0.0

7.4

4.0

1.2

7.0

7.9

5.3

22.2

1.9

6.5

5.3

5.7

6.0

3.7

18.8

2.6

3.5

4.5

2.3

7.5

1.9

66.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない
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【Q５. 長期欠席していた要因・きっかけ × Q9-5.家庭環境や親子の関係についての相談窓口

の情報がほしい】 

「強く望む」割合は、「先生に厳しく怒られた」層で 46.1％、「宿題ができなかった」層で 44.2％。（n

が少ない層を除く） 

 

親のこと  (n=44)

家族の世話や家事が忙しかった  (n=1)

その他（自由記述）  (n=132)

わからない  (n=54)

答えたくない  (n=3)

インターネット、ゲーム、動画視聴、SNSなどの影響  (n=53)

学校とは違ったこと（遊び）をしたかった  (n=32)

からだの不調  (n=227)

気持ちが落ち込んだり、いらいらしたりした  (n=228)

夜ねむれなかったり、朝起きられなかったりした  (n=202)

家での生活が変わった  (n=29)

宿題ができなかった  (n=52)

将来の進路のことで悩んでいた  (n=13)

部活動の問題  (n=46)

学校のきまりのこと  (n=94)

入学、進級、転校して学校やクラスに合わなかった  (n=89)

学校で、声や音がうるさかったり、いやなにおいがしたりした

(n=119)

いやがらせやいじめをうけた  (n=146)

いやがらせやいじめに加わってしまった  (n=3)

いじめ以外の友人関係のトラブルがあった  (n=123)

仲の良い友達がいなかった  (n=86)

先生とあわなかった  (n=186)

先生に厳しく怒られた  (n=76)

勉強が分からなかった  (n=114)

授業がかんたんすぎた  (n=9)

成績が下がった  (n=22)

34.9

33.3

24.4

38.4

33.9

46.1

31.6

22.2

31.8

44.2

46.2

39.1

39.4

32.6

37.0

24.5

21.9

28.2

32.0

27.7

34.5

38.6

25.8

24.1

24.7

37.4

27.9

31.2

17.1

36.0

33.3

40.9

38.5

38.5

30.4

26.6

32.6

32.8

41.5

18.8

40.1

39.0

40.1

41.4

43.2

36.4

40.7

33.3

28.8

66.7

33.3

29.1

24.2

23.7

26.3

33.3

27.3

15.4

15.4

26.1

28.7

29.2

25.2

26.4

43.8

25.6

25.0

26.7

20.7

15.9

100.0

28.8

31.5

33.3

11.6

4.9

4.7

10.8

13.2

6.1

11.1

1.9

4.3

5.3

5.6

5.0

7.5

15.6

6.2

3.9

5.4

3.4

2.3

9.1

3.7

33.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない
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【Q５. 長期欠席していた要因・きっかけ × Q9-6.学校が安心できる場所になってほしい】 

「強く望む」割合は、「先生に厳しく怒られた」層で最も高く、87.3％、「いやがらせやいじめをうけた」

「先生とあわなかった」層でも 85％を超えている。 

 

  

親のこと  (n=44)

家族の世話や家事が忙しかった  (n=1)

その他（自由記述）  (n=137)

わからない  (n=54)

答えたくない  (n=3)

インターネット、ゲーム、動画視聴、SNSなどの影響  (n=55)

学校とは違ったこと（遊び）をしたかった  (n=35)

からだの不調  (n=242)

気持ちが落ち込んだり、いらいらしたりした  (n=240)

夜ねむれなかったり、朝起きられなかったりした  (n=205)

家での生活が変わった  (n=29)

宿題ができなかった  (n=56)

将来の進路のことで悩んでいた  (n=13)

部活動の問題  (n=48)

学校のきまりのこと  (n=95)

入学、進級、転校して学校やクラスに合わなかった  (n=92)

学校で、声や音がうるさかったり、いやなにおいがしたりした

(n=122)

いやがらせやいじめをうけた  (n=151)

いやがらせやいじめに加わってしまった  (n=3)

いじめ以外の友人関係のトラブルがあった  (n=129)

仲の良い友達がいなかった  (n=96)

先生とあわなかった  (n=193)

先生に厳しく怒られた  (n=79)

勉強が分からなかった  (n=117)

授業がかんたんすぎた  (n=9)

成績が下がった  (n=25)

85.4

66.7

70.5

82.3

85.0

87.3

71.8

88.9

64.0

73.2

69.2

68.8

84.2

80.4

82.8

63.6

62.9

68.2

75.4

71.7

79.3

68.2

70.1

51.9

11.3

33.3

25.6

14.6

11.4

11.4

19.7

11.1

36.0

23.2

30.8

27.1

15.8

16.3

13.1

30.9

34.3

25.2

19.2

21.0

17.2

25.0

100.0

24.1

35.2

2.6

3.1

1.0

3.1

1.3

3.4

3.6

2.1

1.1

2.5

3.6

2.9

5.4

3.8

5.4

3.4

4.5

2.9

13.0

100.0

0.7

0.8

2.1

0.5

5.1

2.1

2.2

1.6

1.8

1.2

1.7

2.0

2.3

2.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない
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【Q５. 長期欠席していた要因・きっかけ × Q9-7.在籍学校とは別に、公共の支援場所を増やし

てほしい】 

「強く望む」割合は、「仲の良い友達がいなかった」層で 59.3％、「学校で、声や音がうるさかったり、

いやなにおいがしたりした」層で 59.2％。（nが少ない層を除く） 

 

親のこと  (n=44)

家族の世話や家事が忙しかった  (n=1)

その他（自由記述）  (n=136)

わからない  (n=53)

答えたくない  (n=3)

インターネット、ゲーム、動画視聴、SNSなどの影響  (n=52)

学校とは違ったこと（遊び）をしたかった  (n=35)

からだの不調  (n=232)

気持ちが落ち込んだり、いらいらしたりした  (n=233)

夜ねむれなかったり、朝起きられなかったりした  (n=201)

家での生活が変わった  (n=28)

宿題ができなかった  (n=54)

将来の進路のことで悩んでいた  (n=13)

部活動の問題  (n=47)

学校のきまりのこと  (n=94)

入学、進級、転校して学校やクラスに合わなかった  (n=91)

学校で、声や音がうるさかったり、いやなにおいがしたりした

(n=120)

いやがらせやいじめをうけた  (n=148)

いやがらせやいじめに加わってしまった  (n=3)

いじめ以外の友人関係のトラブルがあった  (n=126)

仲の良い友達がいなかった  (n=91)

先生とあわなかった  (n=190)

先生に厳しく怒られた  (n=76)

勉強が分からなかった  (n=116)

授業がかんたんすぎた  (n=9)

成績が下がった  (n=22)

53.4

33.3

49.2

59.3

53.7

55.3

45.7

33.3

45.5

44.4

53.8

46.8

54.3
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59.2

38.5

57.1

40.5
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48.3
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41.5
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35.7
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31.1

27.6
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55.6

45.5
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36.2
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34.6
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66.7

13.5

12.1
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15.8

16.4

11.1

9.1

25.9

14.9

12.8

14.3

12.5

21.2

8.6

19.8
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17.4

14.3
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100.0

14.0

17.0

66.7

1.4

1.6

2.2

2.6

1.3

0.9

2.1

2.2

1.9
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0.9

2.5
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4.4

1.9

33.3
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(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない
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【Q５. 長期欠席していた要因・きっかけ × Q9-8.学校外支援（教育支援センター、フリースクー

ル、フリースペース・居場所など）と在籍学校の連携をしてほしい】 

「強く望む」割合は、「学校で、声や音がうるさかったり、いやなにおいがしたりした」層で65.8％、

「先生に厳しく怒られた」層で 63.2％。（nが少ない層を除く） 

 

親のこと  (n=44)

家族の世話や家事が忙しかった  (n=1)

その他（自由記述）  (n=136)

わからない  (n=53)

答えたくない  (n=3)

インターネット、ゲーム、動画視聴、SNSなどの影響  (n=53)

学校とは違ったこと（遊び）をしたかった  (n=34)

からだの不調  (n=236)

気持ちが落ち込んだり、いらいらしたりした  (n=234)

夜ねむれなかったり、朝起きられなかったりした  (n=203)

家での生活が変わった  (n=28)

宿題ができなかった  (n=56)

将来の進路のことで悩んでいた  (n=13)

部活動の問題  (n=46)

学校のきまりのこと  (n=94)

入学、進級、転校して学校やクラスに合わなかった  (n=90)

学校で、声や音がうるさかったり、いやなにおいがしたりした

(n=120)

いやがらせやいじめをうけた  (n=149)

いやがらせやいじめに加わってしまった  (n=3)

いじめ以外の友人関係のトラブルがあった  (n=128)

仲の良い友達がいなかった  (n=89)

先生とあわなかった  (n=190)

先生に厳しく怒られた  (n=76)

勉強が分からなかった  (n=116)

授業がかんたんすぎた  (n=9)

成績が下がった  (n=24)

61.1

66.7

47.7

58.4

55.3

63.2

56.9

44.4

41.7

50.0

61.5

50.0

59.6

57.8

65.8

35.8

58.8

47.9

54.7
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38.6
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20.6
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38.6
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39.6

10.7

17.2

12.4
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22.2
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8.9
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13.8

14.4

11.7

17.0
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12.8
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100.0

8.1

13.2

100.0

2.7

0.8

1.1

2.6
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1.7

2.2
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1.3

2.0
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4.5

4.4

3.8
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(%)
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【Q５. 長期欠席していた要因・きっかけ × Q9-9.スクールカウンセラー（SC）に相談したいが、方

法がわからないので教えてほしい】 

「強く望む」割合は、「入学、進級、転校して学校やクラスに合わなかった」層で 18.2％、「宿題が

できなかった」層で 17.3％。（nが少ない層を除く） 

 

親のこと  (n=44)

家族の世話や家事が忙しかった  (n=1)

その他（自由記述）  (n=128)

わからない  (n=52)

答えたくない  (n=3)

インターネット、ゲーム、動画視聴、SNSなどの影響  (n=53)

学校とは違ったこと（遊び）をしたかった  (n=33)

からだの不調  (n=224)

気持ちが落ち込んだり、いらいらしたりした  (n=227)

夜ねむれなかったり、朝起きられなかったりした  (n=198)

家での生活が変わった  (n=27)

宿題ができなかった  (n=52)

将来の進路のことで悩んでいた  (n=13)

部活動の問題  (n=46)

学校のきまりのこと  (n=91)

入学、進級、転校して学校やクラスに合わなかった  (n=88)

学校で、声や音がうるさかったり、いやなにおいがしたりした

(n=119)

いやがらせやいじめをうけた  (n=148)

いやがらせやいじめに加わってしまった  (n=3)

いじめ以外の友人関係のトラブルがあった  (n=121)

仲の良い友達がいなかった  (n=87)

先生とあわなかった  (n=187)

先生に厳しく怒られた  (n=75)

勉強が分からなかった  (n=114)

授業がかんたんすぎた  (n=9)

成績が下がった  (n=21)

15.5

66.7

8.3

14.9

11.2

14.7

10.5

14.3

17.3

30.8

10.9

7.7
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14.1
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38.5

33.3

49.6

42.5
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41.3

43.9

22.2

42.9

40.4

30.8

41.3

45.1
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49.6

45.3

42.4
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43.2
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33.3
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50.8
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66.7

26.4

0.0
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【Q５. 長期欠席していた要因・きっかけ × Q9-10.スクールカウンセラー（SC）の相談時間を増

やしてほしい】 

「強く望む」割合は、「いやがらせやいじめをうけた」層で 27.5％、「先生に厳しく怒られた」層で

23.7％。（nが少ない層を除く） 

 

 

親のこと  (n=43)

家族の世話や家事が忙しかった  (n=1)

その他（自由記述）  (n=130)

わからない  (n=52)

答えたくない  (n=3)

インターネット、ゲーム、動画視聴、SNSなどの影響  (n=52)

学校とは違ったこと（遊び）をしたかった  (n=35)

からだの不調  (n=227)

気持ちが落ち込んだり、いらいらしたりした  (n=231)

夜ねむれなかったり、朝起きられなかったりした  (n=200)

家での生活が変わった  (n=26)

宿題ができなかった  (n=53)

将来の進路のことで悩んでいた  (n=13)

部活動の問題  (n=46)

学校のきまりのこと  (n=91)

入学、進級、転校して学校やクラスに合わなかった  (n=88)

学校で、声や音がうるさかったり、いやなにおいがしたりした

(n=121)

いやがらせやいじめをうけた  (n=149)

いやがらせやいじめに加わってしまった  (n=3)

いじめ以外の友人関係のトラブルがあった  (n=121)

仲の良い友達がいなかった  (n=88)

先生とあわなかった  (n=190)

先生に厳しく怒られた  (n=76)

勉強が分からなかった  (n=115)

授業がかんたんすぎた  (n=9)

成績が下がった  (n=22)

27.5

66.7

16.5

18.2

18.4

23.7

17.4

22.2

13.6

17.0

46.2

28.3

14.3

21.6

18.2

17.3
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17.6

20.3

19.5

34.6
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15.4
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31.4
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33.3
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17.3
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40.9
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41.6
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34.6

30.2

100.0

40.0

42.3

66.7
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17.4

19.7

13.9

11.1

5.7

15.2
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12.0

7.7

7.0
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7.7

33.3
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(%)
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【Q５. 長期欠席していた要因・きっかけ × Q9-11.スクールソーシャルワーカー（SSW）に繋いで

もらいたいが、方法がわからないので教えてほしい】 

「強く望む」割合は、「先生に厳しく怒られた」層で 33.3％、「いやがらせやいじめをうけた」層で

27.2％。（nが少ない層を除く） 

 

親のこと  (n=44)

家族の世話や家事が忙しかった  (n=1)

その他（自由記述）  (n=130)

わからない  (n=52)

答えたくない  (n=3)

インターネット、ゲーム、動画視聴、SNSなどの影響  (n=53)

学校とは違ったこと（遊び）をしたかった  (n=35)

からだの不調  (n=225)

気持ちが落ち込んだり、いらいらしたりした  (n=231)

夜ねむれなかったり、朝起きられなかったりした  (n=200)

家での生活が変わった  (n=26)

宿題ができなかった  (n=53)

将来の進路のことで悩んでいた  (n=13)

部活動の問題  (n=46)

学校のきまりのこと  (n=91)

入学、進級、転校して学校やクラスに合わなかった  (n=89)

学校で、声や音がうるさかったり、いやなにおいがしたりした

(n=121)

いやがらせやいじめをうけた  (n=147)

いやがらせやいじめに加わってしまった  (n=3)

いじめ以外の友人関係のトラブルがあった  (n=123)

仲の良い友達がいなかった  (n=88)

先生とあわなかった  (n=187)

先生に厳しく怒られた  (n=75)

勉強が分からなかった  (n=115)

授業がかんたんすぎた  (n=9)

成績が下がった  (n=22)

27.2

33.3

17.9

22.7

25.1

33.3

20.0

11.1

9.1

24.5

38.5

23.9

20.9
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18.9
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25.0

24.5

29.3

36.4

28.3

16.0
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26.9

29.5

27.7

30.8

28.6
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40.0

38.2

35.1

38.5

34.6
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14.8
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100.0
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【Q５. 長期欠席していた要因・きっかけ × Q9-12.スクールソーシャルワーカー（SSW）の対応時

間を増やしてほしい】 

「強く望む」割合は、「先生に厳しく怒られた」層で 28.0％、「宿題ができなかった」層で 25.0％。（n

が少ない層を除く） 

 

親のこと  (n=44)

家族の世話や家事が忙しかった  (n=1)

その他（自由記述）  (n=130)

わからない  (n=52)

答えたくない  (n=3)

インターネット、ゲーム、動画視聴、SNSなどの影響  (n=53)

学校とは違ったこと（遊び）をしたかった  (n=33)

からだの不調  (n=225)

気持ちが落ち込んだり、いらいらしたりした  (n=226)

夜ねむれなかったり、朝起きられなかったりした  (n=198)

家での生活が変わった  (n=27)

宿題ができなかった  (n=52)

将来の進路のことで悩んでいた  (n=13)

部活動の問題  (n=45)

学校のきまりのこと  (n=91)

入学、進級、転校して学校やクラスに合わなかった  (n=88)

学校で、声や音がうるさかったり、いやなにおいがしたりした

(n=119)

いやがらせやいじめをうけた  (n=148)

いやがらせやいじめに加わってしまった  (n=3)

いじめ以外の友人関係のトラブルがあった  (n=121)

仲の良い友達がいなかった  (n=87)

先生とあわなかった  (n=186)

先生に厳しく怒られた  (n=75)

勉強が分からなかった  (n=114)

授業がかんたんすぎた  (n=9)

成績が下がった  (n=21)

21.6
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３．保護者の思い×学校（教育委員会）に求める支援 クロス 

Q6.保護者の思い ×Q9.学校（教育委員会）に求める支援 

 

【Q6.長期欠席をしていた際、お子さんの状況に対して保護者としてどのように感じていたか × 

Q9-1.在籍学校内に、教室以外の居場所をつくってほしい】 

「強く望む」割合は、「自分のクラスに入れなくても、在籍校に登校できるようにしてあげたい」層

で 71.1％。 

 

  

在籍校に登校し、自分のクラスに入れるようにしてあげたい

(n=306)

自分のクラスに入れなくても、在籍校に登校できるようにしてあげ

たい  (n=318)

在籍校以外の支援施設に通わせてあげたい  (n=211)

家庭で学校と繋がり、オンライン等で授業を受けさせてあげたい

(n=244)

学校と繋がらなくても、家庭で学習に取り組ませてあげたい

(n=188)

その他（自由記述）  (n=114)

57.8

71.1

63.5

61.9

54.3

48.2

27.8

23.3

24.2

25.0

27.7

31.6
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【Q6.長期欠席をしていた際、お子さんの状況に対して保護者としてどのように感じていたか × 

Q9-2.登校時の付き添い等、登校支援をしてほしい】 

「強く望む」割合は、「自分のクラスに入れなくても、在籍校に登校できるようにしてあげたい」層

で 22.1％。 

在籍校に登校し、自分のクラスに入れるようにしてあげたい

(n=299)

自分のクラスに入れなくても、在籍校に登校できるようにしてあげ

たい  (n=299)

在籍校以外の支援施設に通わせてあげたい  (n=202)

家庭で学校と繋がり、オンライン等で授業を受けさせてあげたい

(n=236)

学校と繋がらなくても、家庭で学習に取り組ませてあげたい

(n=182)

その他（自由記述）  (n=110)

19.4

22.1

17.3

17.4

14.8

18.2

20.7

20.1

21.8

22.5

16.5

21.8

46.8

42.5

39.6

43.2

47.8

37.3

13.0

15.4

21.3

16.9

20.9

22.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない
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【Q6.長期欠席をしていた際、お子さんの状況に対して保護者としてどのように感じていたか × 

Q9-3.オンライン授業の充実等、家庭にいても受けられる学習支援をしてほしい】 

「強く望む」割合は、「家庭で学校と繋がり、オンライン等で授業を受けさせてあげたい」層で

72.1％。 

 

【Q6.長期欠席をしていた際、お子さんの状況に対して保護者としてどのように感じていたか × 

Q9-4.医療機関と繋がるための情報がほしい】 

「強く望む」割合は、「在籍校以外の支援施設に通わせてあげたい」層で 41.0％。 

 

 

在籍校に登校し、自分のクラスに入れるようにしてあげたい

(n=306)

自分のクラスに入れなくても、在籍校に登校できるようにしてあげ

たい  (n=311)

在籍校以外の支援施設に通わせてあげたい  (n=206)

家庭で学校と繋がり、オンライン等で授業を受けさせてあげたい

(n=247)

学校と繋がらなくても、家庭で学習に取り組ませてあげたい

(n=182)

その他（自由記述）  (n=121)

53.6

51.8

53.9

72.1

57.1

44.6

31.0

34.4

34.0

24.7

29.1

31.4

12.4

10.9

8.7

2.4

9.9

16.5

2.9

2.9

3.4

0.8

3.8

7.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない

在籍校に登校し、自分のクラスに入れるようにしてあげたい

(n=301)

自分のクラスに入れなくても、在籍校に登校できるようにしてあげ

たい  (n=305)

在籍校以外の支援施設に通わせてあげたい  (n=205)

家庭で学校と繋がり、オンライン等で授業を受けさせてあげたい

(n=239)

学校と繋がらなくても、家庭で学習に取り組ませてあげたい

(n=180)

その他（自由記述）  (n=111)

35.2

38.4

41.0

37.7

37.8

38.7

40.2

35.7

33.2

36.0

31.1

35.1

19.6

22.0

20.0

20.9

23.9

19.8

5.0

3.9

5.9

5.4

7.2

6.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない
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【Q6.長期欠席をしていた際、お子さんの状況に対して保護者としてどのように感じていたか × 

Q9-5.家庭環境や親子の関係についての相談窓口の情報がほしい】 

「強く望む」割合は、「在籍校以外の支援施設に通わせてあげたい」層で 34.8％。 

 

【Q6.長期欠席をしていた際、お子さんの状況に対して保護者としてどのように感じていたか × 

Q9-6.学校が安心できる場所になってほしい】 

「強く望む」割合は、「自分のクラスに入れなくても、在籍校に登校できるようにしてあげたい」層

で 78.3％。 

 

在籍校に登校し、自分のクラスに入れるようにしてあげたい

(n=301)

自分のクラスに入れなくても、在籍校に登校できるようにしてあげ

たい  (n=304)

在籍校以外の支援施設に通わせてあげたい  (n=204)

家庭で学校と繋がり、オンライン等で授業を受けさせてあげたい

(n=237)

学校と繋がらなくても、家庭で学習に取り組ませてあげたい

(n=180)

その他（自由記述）  (n=111)

31.6

29.3

34.8

27.8

28.3

34.2

36.9

35.5

37.3

36.7

33.9

35.1

25.2

29.6

22.5

28.3

30.0

24.3

6.3

5.6

5.4

7.2

7.8

6.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない

在籍校に登校し、自分のクラスに入れるようにしてあげたい

(n=311)

自分のクラスに入れなくても、在籍校に登校できるようにしてあげ

たい  (n=323)

在籍校以外の支援施設に通わせてあげたい  (n=211)

家庭で学校と繋がり、オンライン等で授業を受けさせてあげたい

(n=247)

学校と繋がらなくても、家庭で学習に取り組ませてあげたい

(n=189)

その他（自由記述）  (n=116)

75.6

78.3

76.8

72.1

72.5

66.4

19.0

18.0

16.6

21.1

18.0

25.9

5.1

3.1

4.7

4.9

7.4

5.2

0.3

0.6

1.9

2.0

2.1

2.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない
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【Q6.長期欠席をしていた際、お子さんの状況に対して保護者としてどのように感じていたか × 

Q9-7.在籍学校とは別に、公共の支援場所を増やしてほしい】 

「強く望む」割合は、「在籍校以外の支援施設に通わせてあげたい」層で 66.2％。 

 

 

【Q6.長期欠席をしていた際、お子さんの状況に対して保護者としてどのように感じていたか × 

Q9-8.学校外支援（教育支援センター、フリースクール、フリースペース・居場所などと在籍学校の

連携をしてほしい） 

「強く望む」割合は、「在籍校以外の支援施設に通わせてあげたい」層で 67.8％。 

 

在籍校に登校し、自分のクラスに入れるようにしてあげたい

(n=302)

自分のクラスに入れなくても、在籍校に登校できるようにしてあげ

たい  (n=314)

在籍校以外の支援施設に通わせてあげたい  (n=213)

家庭で学校と繋がり、オンライン等で授業を受けさせてあげたい

(n=240)

学校と繋がらなくても、家庭で学習に取り組ませてあげたい

(n=187)

その他（自由記述）  (n=114)

45.4

50.3

66.2

49.2

52.4

53.5

37.7

35.0

26.3

34.6

28.9

26.3

14.6

12.7

6.1

12.9

17.6

16.7

2.3

1.9

1.4

3.3

1.1

3.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない

在籍校に登校し、自分のクラスに入れるようにしてあげたい

(n=303)

自分のクラスに入れなくても、在籍校に登校できるようにしてあげ

たい  (n=316)

在籍校以外の支援施設に通わせてあげたい  (n=211)

家庭で学校と繋がり、オンライン等で授業を受けさせてあげたい

(n=242)

学校と繋がらなくても、家庭で学習に取り組ませてあげたい

(n=188)

その他（自由記述）  (n=115)

56.4

58.5

67.8

57.0

51.6

55.7

30.7

28.8

23.2

29.8

36.7

29.6

11.6

11.4

7.1

10.7

10.1

11.3

1.3

1.3

1.9

2.5

1.6

3.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない
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【Q6.長期欠席をしていた際、お子さんの状況に対して保護者としてどのように感じていたか × 

Q9-9.スクールカウンセラー（SC）に相談したいが、方法がわからないので教えてほしい】 

「強く望む」割合は、「在籍校以外の支援施設に通わせてあげたい」層で 13.6％。 

【Q6.長期欠席をしていた際、お子さんの状況に対して保護者としてどのように感じていたか × 

Q9-10.スクールカウンセラー（SC）の相談時間を増やしてほしい】 

「強く望む」割合は、「在籍校に登校し、自分のクラスに入れるようにしてあげたい」層で 21.1％。 

 

 

在籍校に登校し、自分のクラスに入れるようにしてあげたい

(n=295)

自分のクラスに入れなくても、在籍校に登校できるようにしてあげ

たい  (n=301)

在籍校以外の支援施設に通わせてあげたい  (n=199)

家庭で学校と繋がり、オンライン等で授業を受けさせてあげたい

(n=234)

学校と繋がらなくても、家庭で学習に取り組ませてあげたい

(n=178)

その他（自由記述）  (n=106)

12.5

11.6

13.6

10.7

10.7

8.5

22.0

20.9

17.1

23.5

15.2

13.2

44.4

46.5

43.7

42.7

47.8

51.9

21.0

20.9

25.6

23.1

26.4

26.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない

在籍校に登校し、自分のクラスに入れるようにしてあげたい

(n=298)

自分のクラスに入れなくても、在籍校に登校できるようにしてあげ

たい  (n=306)

在籍校以外の支援施設に通わせてあげたい  (n=202)

家庭で学校と繋がり、オンライン等で授業を受けさせてあげたい

(n=236)

学校と繋がらなくても、家庭で学習に取り組ませてあげたい

(n=179)

その他（自由記述）  (n=109)

21.1

19.6

18.8

20.3

17.3

16.5

29.2

29.7

29.7

31.8

29.1

25.7

38.6

40.8

36.1

35.2

37.4

41.3

11.1

9.8

15.3

12.7

16.2

16.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない
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【Q6.長期欠席をしていた際、お子さんの状況に対して保護者としてどのように感じていたか × 

Q9-11.スクールソーシャルワーカー（SSW）に繋いでもらいたいが、方法がわからないので教えて

ほしい】 

「強く望む」割合は、「在籍校以外の支援施設に通わせてあげたい」層で 27.7％。 

 

【Q6.長期欠席をしていた際、お子さんの状況に対して保護者としてどのように感じていたか × 

Q9-12.スクールソーシャルワーカー（SSW）の対応時間を増やしてほしい】 

「強く望む」割合は、「その他」層で 23.1％。 

 

在籍校に登校し、自分のクラスに入れるようにしてあげたい

(n=296)

自分のクラスに入れなくても、在籍校に登校できるようにしてあげ

たい  (n=306)

在籍校以外の支援施設に通わせてあげたい  (n=202)

家庭で学校と繋がり、オンライン等で授業を受けさせてあげたい

(n=235)

学校と繋がらなくても、家庭で学習に取り組ませてあげたい

(n=179)

その他（自由記述）  (n=108)

20.3

20.3

27.7

17.9

18.4

25.0

33.8

33.7

35.1

37.0

33.0

26.9

34.1

35.0

25.2

30.6

33.5

36.1

11.8

11.1

11.9

14.5

15.1

12.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない

在籍校に登校し、自分のクラスに入れるようにしてあげたい

(n=296)

自分のクラスに入れなくても、在籍校に登校できるようにしてあげ

たい  (n=304)

在籍校以外の支援施設に通わせてあげたい  (n=200)

家庭で学校と繋がり、オンライン等で授業を受けさせてあげたい

(n=237)

学校と繋がらなくても、家庭で学習に取り組ませてあげたい

(n=179)

その他（自由記述）  (n=108)

19.3

17.8

21.0

17.3

16.2

23.1

30.7

32.2

41.0

37.1

33.5

28.7

38.5

39.1

28.0

32.5

35.8

37.0

11.5

10.9

10.0

13.1

14.5

11.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない
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４．雇用形態の変化別クロス 

Q21.雇用形態の変化 × Q1.家族構成 

 主にケアを担っていた人が「離職した」家庭と「就労していない」家庭は、父親が同居している割

合が高い。 

 

  

問1.お子さんからみた家族構成（同居の家族）をお答えください。（複数回答可）

父親 母親 祖父 祖母 兄弟姉妹 その他

771 530 725 84 124 506 21

100.0 68.7 94.0 10.9 16.1 65.6 2.7

72 56 68 6 8 48 -

100.0 77.8 94.4 8.3 11.1 66.7 -

32 16 29 - 3 16 2

100.0 50.0 90.6 - 9.4 50.0 6.3

430 293 406 48 75 296 10

100.0 68.1 94.4 11.2 17.4 68.8 2.3

10 6 10 - - 6 -

100.0 60.0 100.0 - - 60.0 -

75 58 73 12 13 54 2

100.0 77.3 97.3 16.0 17.3 72.0 2.7

37 23 37 2 3 25 2

100.0 62.2 100.0 5.4 8.1 67.6 5.4

  全  体

  全  体

雇用形態

離職した

正規社員から非正規社員になった

雇用形態は変化していない

就労していない状況から働き出した

就労していない

その他
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Q21.雇用形態の変化 × Q4-1.現在の学年 

現在子どもが小２の家庭で、離職した割合が 25.0％と最も高い。（母数が少ないため参考値） 

 

 

  

小１  (n=0)

小２  (n=16)

小３  (n=34)

小４  (n=49)

小５  (n=60)

小６  (n=66)

中１  (n=76)

中２  (n=88)

中３  (n=137)

高１  (n=76)

高２  (n=43)

高３  (n=30)

25.0

17.6

22.4

13.3

12.1

10.5

10.2

7.3

9.2

7.0

16.7

6.3

8.8

3.3

1.5

3.9

4.5

5.1

6.6

11.6

37.5

50.0

57.1

61.7

69.7

65.8

61.4

73.0

68.4

69.8

70.0

2.9

1.7

3.0

2.6

2.3

0.7

1.3

2.3

3.3

25.0

8.8

16.3

15.0

7.6

10.5

13.6

8.8

13.2

7.0

3.3

6.3

11.8

4.1

5.0

6.1

6.6

8.0

5.1

1.3

2.3

6.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

離職した 正規社員から非正規社員になった

雇用形態は変化していない 就労していない状況から働き出した

就労していない その他
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Q21.雇用形態の変化 × Q4-2.傾向がみられた学年 

子どもが長期欠席の傾向が見られたのが小３の家庭で、離職した割合が 23.9％と最も高い。

（母数が少ないため参考値） 

 

 

  

小１  (n=92)

小２  (n=61)

小３  (n=71)

小４  (n=79)

小５  (n=83)

小６  (n=64)

中１  (n=139)

中２  (n=67)

中３  (n=16)

高１  (n=22)

高２  (n=11)

高３  (n=1)

17.4

14.8

23.9

11.4

6.0

10.9

10.1

6.0

6.3

9.1

3.3

6.6

2.8

8.9

3.6

7.8

2.9

6.0

9.1

42.4

62.3

57.7

58.2

74.7

73.4

69.1

74.6

75.0

81.8

72.7

100.0

2.2

3.3

1.4

3.8

1.2

1.4

6.3

23.9

9.8

5.6

11.4

8.4

4.7

12.2

9.0

12.5

9.1

9.1

10.9

3.3

8.5

6.3

6.0

3.1

4.3

4.5

9.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

離職した 正規社員から非正規社員になった

雇用形態は変化していない 就労していない状況から働き出した

就労していない その他
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Q21.雇用形態の変化 × Q5.長期欠席の原因・きっかけ 

 「離職した」層のお子さんの長期欠席の原因・きっかけは、「学校で、声や音がうるさかったり、い

やなにおいがしたりした」「からだの不調」「気持ちが落ち込んだり、いらいらしたりした」の割合が

ほかの層に比べ高い傾向にある。 

 

 

  

い

や

が

ら

せ

や

い

じ

め

を

う

け

た

い

や

が

ら

せ

や

い

じ

め

に

加

わ

っ

て

し

ま

っ

た

い

じ

め

以

外

の

友

人

関

係

の

ト

ラ

ブ

ル

が

あ

っ

た

仲

の

良

い

友

達

が

い

な

か

っ

た

先

生

と

あ

わ

な

か

っ

た

先

生

に

厳

し

く

怒

ら

れ

た

勉

強

が

分

か

ら

な

か

っ

た

授

業

が

か

ん

た

ん

す

ぎ

た

成

績

が

下

が

っ

た

宿

題

が

で

き

な

か

っ

た

将

来

の

進

路

の

こ

と

で

悩

ん

で

い

た

部

活

動

の

問

題

学

校

の

き

ま

り

の

こ

と

844 158 3 141 106 212 84 127 9 29 62 13 49 105

100.0 18.7 0.4 16.7 12.6 25.1 10.0 15.0 1.1 3.4 7.3 1.5 5.8 12.4

83 15 0 14 12 22 8 16 0 3 5 2 2 12

100.0 18.1 0.0 16.9 14.5 26.5 9.6 19.3 0.0 3.6 6.0 2.4 2.4 14.5

35 6 0 5 6 10 2 9 0 2 5 0 2 4

100.0 17.1 0.0 14.3 17.1 28.6 5.7 25.7 0.0 5.7 14.3 0.0 5.7 11.4

464 94 1 96 61 117 51 74 7 19 36 9 37 47

100.0 20.3 0.2 20.7 13.1 25.2 11.0 15.9 1.5 4.1 7.8 1.9 8.0 10.1

12 3 0 1 2 2 1 3 0 1 2 0 1 4

100.0 25.0 0.0 8.3 16.7 16.7 8.3 25.0 0.0 8.3 16.7 0.0 8.3 33.3

81 17 1 8 10 22 11 6 2 0 5 1 3 14

100.0 21.0 1.2 9.9 12.3 27.2 13.6 7.4 2.5 0.0 6.2 1.2 3.7 17.3

40 7 1 7 7 14 3 6 0 0 5 0 2 9

100.0 17.5 2.5 17.5 17.5 35.0 7.5 15.0 0.0 0.0 12.5 0.0 5.0 22.5

入

学

、

進

級

、

転

校

し

て

学

校

や

ク

ラ

ス

に

合

わ

な

か

っ

た

学

校

で

、

声

や

音

が

う

る

さ

か

っ

た

り

、

い

や

な

に

お

い

が

し

た

り

し

た

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

、

ゲ

ー

ム

、

動

画

視

聴

、

S

N

S

な

ど

の

影

響

学

校

と

は

違

っ

た

こ

と

（

遊

び

）

を

し

た

か

っ

た

か

ら

だ

の

不

調

気

持

ち

が

落

ち

込

ん

だ

り

、

い

ら

い

ら

し

た

り

し

た

夜

ね

む

れ

な

か

っ

た

り

、

朝

起

き

ら

れ

な

か

っ

た

り

し

た

家

で

の

生

活

が

変

わ

っ

た

親

の

こ

と

家

族

の

世

話

や

家

事

が

忙

し

か

っ

た

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

答

え

た

く

な

い

95 129 56 38 274 261 222 31 48 3 155 62 4

11.3 15.3 6.6 4.5 32.5 30.9 26.3 3.7 5.7 0.4 18.4 7.3 0.5

13 25 5 5 33 33 24 1 0 0 21 6 0

15.7 30.1 6.0 6.0 39.8 39.8 28.9 1.2 0.0 0.0 25.3 7.2 0.0

8 5 6 2 6 12 10 3 3 0 3 5 0

22.9 14.3 17.1 5.7 17.1 34.3 28.6 8.6 8.6 0.0 8.6 14.3 0.0

57 77 35 20 166 154 137 19 34 3 94 26 2

12.3 16.6 7.5 4.3 35.8 33.2 29.5 4.1 7.3 0.6 20.3 5.6 0.4

3 2 1 2 3 1 4 0 1 0 2 2 0

25.0 16.7 8.3 16.7 25.0 8.3 33.3 0.0 8.3 0.0 16.7 16.7 0.0

7 8 3 0 26 24 20 5 5 0 12 8 0

8.6 9.9 3.7 0.0 32.1 29.6 24.7 6.2 6.2 0.0 14.8 9.9 0.0

4 6 2 6 11 12 9 0 0 0 6 6 1

10.0 15.0 5.0 15.0 27.5 30.0 22.5 0.0 0.0 0.0 15.0 15.0 2.5
その他

  全  体

雇用形態

  全  体

雇用形態

離職した

正規社員から非正規社員になった

雇用形態は変化していない

就労していない状況から働き出した

就労していない

その他

離職した

正規社員から非正規社員になった

雇用形態は変化していない

就労していない状況から働き出した

就労していない

問5-1.お子さん(3人分合算)が学校を長期欠席していた要因・きっかけは何ですか。（複数回答可）

  全  体
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Q21.雇用形態の変化 × Q8.SC・SSWの利用状況 

SCの利用率は、「就労していない」家庭で 30.7％、 「離職した」家庭で 26.4％と高い。 

 

 

 

SSWの利用率は、「正規社員から非正規社員になった」家庭で 9.4％と高い。 

 

 

  

離職した  (n=72)

正規社員から非正規社員になった  (n=32)

雇用形態は変化していない  (n=430)

就労していない状況から働き出した  (n=10)

就労していない  (n=75)

その他  (n=37)

S

C

の

利

用

26.4

9.4

18.6

20.0

30.7

18.9

48.6

65.6

53.3

70.0

49.3

64.9

2.8

2.6

1.3

2.8

1.9

2.7

13.9

6.3

11.4

10.0

14.7

10.8

2.8

3.5

1.3

2.7

2.8

9.4

4.9

2.7

9.4

4.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

現在利用している 過去に利用したことはあるが、現在は利用していない

利用したことがないが、利用を検討している 利用したいが、利用できない状況にある

今は利用するつもりはないが、必要になれば検討する その他

利用したくない どういったものか知らない、わからない

離職した  (n=72)

正規社員から非正規社員になった  (n=32)

雇用形態は変化していない  (n=430)

就労していない状況から働き出した  (n=10)

就労していない  (n=75)

その他  (n=37)

S

W

W

の

利

用

8.3

9.4

5.8

8.0

8.1

15.3

12.5

7.2

20.0

2.7

8.1

4.2

3.1

3.7

20.0

1.3

2.7

6.9

2.3

2.7

2.7

30.6

28.1

38.6

20.0

41.3

29.7

5.6

3.1

4.4

6.7

5.4

2.8

6.3

5.6

5.4

26.4

37.5

32.3

40.0

37.3

37.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

現在利用している 過去に利用したことはあるが、現在は利用していない

利用したことがないが、利用を検討している 利用したいが、利用できない状況にある

今は利用するつもりはないが、必要になれば検討する その他

利用したくない どういったものか知らない、わからない

無回答
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Q21.雇用形態の変化 × Q10.学校外支援の利用状況 

 「離職した」家庭で学校外支援を「現在利用している」割合が 23.6％。 

 

  

正規社員から非正規社員になった  (n=32)

離職した  (n=72)

雇用形態は変化していない  (n=430)

就労していない状況から働き出した  (n=10)

就労していない  (n=75)

その他  (n=37)

23.6

15.6

15.3

20.0

20.0

27.0

13.9

12.5

13.5

20.0

17.3

21.6

4.2

6.3

5.3

1.3

6.9

18.8

8.4

10.0

9.3

8.1

43.1

25.0

38.1

40.0

36.0

21.6

5.6

3.1

6.3

1.3

1.4

3.1

4.9

8.1

1.4

15.6

8.1

10.0

14.7

13.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

現在利用している 過去に利用したことはあるが、現在は利用していない

利用したことがないが、利用を検討している 利用したいが、利用できない状況にある

今は利用するつもりはないが、必要になれば検討する その他

利用したくない どういったものか知らない、わからない

無回答



49 

 

Q21.雇用形態の変化 × Q17.不安や悩み事 

「正規社員から非正規社員になった」「離職した」層で、「自分の仕事との両立に対する悩み」の割

合が他の層に比べ高い。 

 

お

子

さ

ん

の

周

囲

の

人

と

の

関

わ

り

方

に

つ

い

て

お

子

さ

ん

の

将

来

に

対

す

る

不

安

に

つ

い

て

（

保

護

者

が

お

子

さ

ん

の

将

来

に

対

し

不

安

を

感

じ

て

い

る

）

お

子

さ

ん

の

学

習

の

遅

れ

や

家

庭

で

の

学

習

対

応

の

難

し

さ

に

つ

い

て

お

子

さ

ん

へ

の

接

し

方

や

サ

ポ

ー

ト

の

あ

り

方

に

つ

い

て

お

子

さ

ん

の

生

活

リ

ズ

ム

の

乱

れ

や

体

力

の

低

下

に

つ

い

て

学

校

や

担

任

と

の

や

り

取

り

や

調

整

学

校

以

外

の

支

援

機

関

（

病

院

、

診

療

所

含

む

）

と

の

や

り

取

り

や

調

整

学

校

以

外

の

支

援

機

関

（

フ

リ

ー

ス

ク

ー

ル

等

含

む

）

へ

の

送

迎

負

担

、

時

間

的

制

約

自

分

自

身

の

自

由

な

時

間

が

確

保

で

き

な

い

自

分

の

仕

事

と

の

両

立

に

対

す

る

悩

み

771 387 480 441 376 419 374 223 167 212 382

100.0 50.2 62.3 57.2 48.8 54.3 48.5 28.9 21.7 27.5 49.5

72 45 51 54 43 42 45 36 29 34 57

100.0 62.5 70.8 75.0 59.7 58.3 62.5 50.0 40.3 47.2 79.2

32 20 24 17 16 20 15 9 10 15 28

100.0 62.5 75.0 53.1 50.0 62.5 46.9 28.1 31.3 46.9 87.5

430 246 312 281 239 274 226 134 93 104 241

100.0 57.2 72.6 65.3 55.6 63.7 52.6 31.2 21.6 24.2 56.0

10 5 5 7 5 8 5 1 1 6 4

100.0 50.0 50.0 70.0 50.0 80.0 50.0 10.0 10.0 60.0 40.0

75 42 54 50 41 47 50 25 21 34 18

100.0 56.0 72.0 66.7 54.7 62.7 66.7 33.3 28.0 45.3 24.0

37 23 28 26 25 23 28 14 11 16 27

100.0 62.2 75.7 70.3 67.6 62.2 75.7 37.8 29.7 43.2 73.0

家

族

以

外

の

誰

に

も

相

談

で

き

ず

に

い

る

孤

立

感

お

子

さ

ん

を

長

期

欠

席

さ

せ

て

い

る

こ

と

に

対

す

る

感

情

（

不

安

等

）

家

庭

内

で

の

意

見

の

相

違

・

食

い

違

い

家

族

の

協

力

が

あ

ま

り

な

く

自

分

ひ

と

り

頑

張

っ

て

い

る

孤

独

感

長

期

欠

席

が

い

つ

改

善

す

る

の

か

見

通

し

が

つ

か

な

い

こ

と

へ

の

不

安

現

状

の

経

済

的

困

窮

将

来

的

に

経

済

的

困

窮

に

陥

る

の

で

は

な

い

か

と

い

う

不

安

長

期

欠

席

の

お

子

さ

ま

と

、

そ

の

他

の

兄

弟

姉

妹

と

の

関

わ

り

度

合

い

の

ア

ン

バ

ラ

ン

ス

さ

そ

の

他

特

に

不

安

や

悩

み

事

、

負

担

を

感

じ

て

い

な

い

 

 

無

回

答

116 398 189 136 405 148 192 269 62 8 107

15.0 51.6 24.5 17.6 52.5 19.2 24.9 34.9 8.0 1.0 13.9

20 43 21 22 46 28 31 38 8 1 -

27.8 59.7 29.2 30.6 63.9 38.9 43.1 52.8 11.1 1.4 -

6 15 11 9 13 13 11 12 2 1 -

18.8 46.9 34.4 28.1 40.6 40.6 34.4 37.5 6.3 3.1 -

60 269 116 77 267 69 110 169 34 3 -

14.0 62.6 27.0 17.9 62.1 16.0 25.6 39.3 7.9 0.7 -

2 5 4 2 7 2 1 3 1 1 -

20.0 50.0 40.0 20.0 70.0 20.0 10.0 30.0 10.0 10.0 -

18 43 22 17 46 23 24 28 8 1 -

24.0 57.3 29.3 22.7 61.3 30.7 32.0 37.3 10.7 1.3 -

9 20 13 8 20 12 12 15 8 1 -

24.3 54.1 35.1 21.6 54.1 32.4 32.4 40.5 21.6 2.7 -

  全  体

雇用形態

離職した

正規社員から非正規社員になった

雇用形態は変化していない

就労していない状況から働き出した

就労していない

その他

  全  体

問17.お子さんを支える中で感じた不安や悩み事、精神的・身体的な負担についてお答えください。（複数回答可）

  全  体

雇用形態

離職した

正規社員から非正規社員になった

雇用形態は変化していない

就労していない状況から働き出した

就労していない

その他
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Q21.雇用形態の変化 × Q23.働き方の変化 

 「正規社員から非正規社員になった」家庭は、多くの項目で平均よりも高い選択率となっている。 

 

 

  

問23.お子さんのケアのために、働き方に変化はありましたか。（複数回答可）

遅

刻

、

早

退

、

中

抜

け

、

欠

勤

が

増

え

た

仕

事

の

内

容

や

働

き

方

を

変

え

た

（

時

短

や

シ

フ

ト

勤

務

、

内

勤

へ

の

変

更

等

）

働

く

時

間

や

場

所

に

制

約

が

出

た

（

残

業

、

出

張

が

で

き

な

く

な

っ

た

等

）

仕

事

の

パ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス

が

下

が

っ

た

（

業

務

に

集

中

で

き

な

い

こ

と

等

）

在

宅

勤

務

が

増

え

た

昇

進

を

諦

め

た

又

は

降

格

し

た

休

職

や

退

職

を

検

討

し

た

そ

の

他

特

に

影

響

は

な

か

っ

た

お

子

さ

ん

の

ケ

ア

に

関

わ

ら

ず

就

労

は

し

て

い

な

い

（

専

業

主

婦

（

主

夫

）

等

）

 

 

無

回

答

771 333 156 103 158 26 28 167 50 107 48 126

100.0 43.2 20.2 13.4 20.5 3.4 3.6 21.7 6.5 13.9 6.2 16.3

72 42 24 20 19 3 2 53 3 2 1 -

100.0 58.3 33.3 27.8 26.4 4.2 2.8 73.6 4.2 2.8 1.4 -

32 22 17 12 11 2 7 13 1 2 - 2

100.0 68.8 53.1 37.5 34.4 6.3 21.9 40.6 3.1 6.3 - 6.3

430 247 96 55 110 15 17 83 24 93 1 6

100.0 57.4 22.3 12.8 25.6 3.5 4.0 19.3 5.6 21.6 0.2 1.4

10 1 1 1 3 - - 1 2 3 - -

100.0 10.0 10.0 10.0 30.0 - - 10.0 20.0 30.0 - -

75 5 2 2 2 2 - 7 13 4 46 3

100.0 6.7 2.7 2.7 2.7 2.7 - 9.3 17.3 5.3 61.3 4.0

37 16 16 13 13 4 2 10 7 3 - -

100.0 43.2 43.2 35.1 35.1 10.8 5.4 27.0 18.9 8.1 - -

  全  体

  全  体

雇用形態

離職した

正規社員から非正規社員になった

雇用形態は変化していない

就労していない状況から働き出した

就労していない

その他
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Q21.雇用形態の変化 × Q24.ケアと仕事の両立に望むもの 

「正規社員から非正規社員になった」家庭は、「柔軟な勤務時間」の選択率が 84.4％、「お子さん

のケアと仕事の両立に関する社内制度の整備」の選択率が 53.1％となっている。 

「離職した」、「就労していない状況から働きだした」、「就労していない」家庭では、「お子さんのケ

アに理解がある職場風土」の選択率が高い。 

 

 

  

問24.勤務先において、お子さんのケアと仕事を両立させるために何を求めますか。（複数回答可）

柔

軟

な

勤

務

時

間

（

登

校

支

援

・

通

院

対

応

に

あ

わ

せ

た

出

退

勤

調

整

な

ど

）

テ

レ

ワ

ー

ク

・

在

宅

勤

務

の

選

択

肢

の

拡

充

精

神

的

負

担

を

軽

減

す

る

た

め

の

相

談

窓

口

（

社

内

・

外

部

カ

ウ

ン

セ

リ

ン

グ

な

ど

）

の

整

備

同

じ

悩

み

を

抱

え

る

職

員

同

士

の

情

報

交

換

・

支

援

の

場

の

設

置

お

子

さ

ん

の

ケ

ア

と

仕

事

の

両

立

に

関

す

る

社

内

制

度

の

整

備

お

子

さ

ん

の

ケ

ア

と

仕

事

の

両

立

に

関

す

る

制

度

・

支

援

情

報

の

積

極

的

な

周

知

お

子

さ

ん

の

ケ

ア

に

理

解

が

あ

る

職

場

風

土

（

同

僚

・

上

司

の

理

解

も

含

む

）

そ

の

他

特

に

求

め

る

も

の

は

な

い

 

 

無

回

答

771 442 186 111 109 249 209 333 26 95 131

100.0 57.3 24.1 14.4 14.1 32.3 27.1 43.2 3.4 12.3 17.0

72 54 33 9 11 35 28 39 5 5 -

100.0 75.0 45.8 12.5 15.3 48.6 38.9 54.2 6.9 6.9 -

32 27 12 7 6 17 12 15 - 2 2

100.0 84.4 37.5 21.9 18.8 53.1 37.5 46.9 - 6.3 6.3

430 283 95 70 67 140 121 212 15 71 9

100.0 65.8 22.1 16.3 15.6 32.6 28.1 49.3 3.5 16.5 2.1

10 5 1 2 2 5 3 6 1 1 -

100.0 50.0 10.0 20.0 20.0 50.0 30.0 60.0 10.0 10.0 -

75 51 40 15 15 36 33 42 1 10 3

100.0 68.0 53.3 20.0 20.0 48.0 44.0 56.0 1.3 13.3 4.0

37 22 5 8 8 16 12 19 4 6 2

100.0 59.5 13.5 21.6 21.6 43.2 32.4 51.4 10.8 16.2 5.4

  全  体

  全  体

雇用形態

その他

就労していない

就労していない状況から働き出した

雇用形態は変化していない

正規社員から非正規社員になった

離職した
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Q21.雇用形態の変化 × Q26.行政に求める支援 

【Q26-1.お子さんに対するカウンセリングなどの心理的支援の充実】 

 

「お子さんに対するカウンセリングなどの心理的支援の充実」を「強く望む」割合は、「正規職員か

ら非正規職員になった」層で 46.9％、「離職した」層で 45.8％。 

 

 

 

【Q26-2.関係機関とつなぐスクールソーシャルワーカー（SSW）の充実】 

「関係機関とつなぐスクールソーシャルワーカー（SSW）の充実」を「強く望む」割合は、「離職した」

層で 44.4％、「正規職員から非正規職員になった」層で 43.8％。 

 

  

 

  

離職した  (n=72)

正規社員から非正規社員になった  (n=32)

雇用形態は変化していない  (n=430)

就労していない状況から働き出した  (n=10)

就労していない  (n=75)

45.8

46.9

39.8

30.0

44.0

27.8

25.0

30.9

40.0

30.7

18.1

9.4

14.9

20.0

13.3

4.2

9.4

4.0

10.0

1.3

4.2

9.4

10.5

10.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

離職した  (n=72)

正規社員から非正規社員になった  (n=32)

雇用形態は変化していない  (n=430)

就労していない状況から働き出した  (n=10)

就労していない  (n=75)

44.4

43.8

31.6

30.0

37.3

27.8

15.6

30.7

50.0

33.3

19.4

25.0

23.3

10.0

14.7

4.2

6.3

3.3

10.0

2.7

4.2

9.4

11.2

12.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答
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【Q26-3.学校内での教室以外の居場所（スペシャルサポートルーム・校内教育支援センターなど）

の充実】 

「学校内での教室以外の居場所（スペシャルサポートルーム・校内教育支援センターなど）の充実」

を「強く望む」割合は、「就労していない状況から動き出した」層で 80.0%。 

 

 

 

【Q26-4.学校外での公的な学習支援・居場所（教育支援センター、学びの多様化学校等）の充実】 

「学校外での公的な学習支援・居場所（教育支援センター、学びの多様化学校等）の充実」を「強く

望む」割合は、「正規職員から非正規職員になった」層で 53.1％、「離職した」層で 50.0%。 

 

  

離職した  (n=72)

正規社員から非正規社員になった  (n=32)

雇用形態は変化していない  (n=430)

就労していない状況から働き出した  (n=10)

就労していない  (n=75)

55.6

62.5

47.9

80.0

56.0

27.8

15.6

25.6

20.0

22.7

11.1

6.3

14.4

10.7

1.4

6.3

1.6

2.7

4.2

9.4

10.5

8.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

離職した  (n=72)

正規社員から非正規社員になった  (n=32)

雇用形態は変化していない  (n=430)

就労していない状況から働き出した  (n=10)

就労していない  (n=75)

50.0

53.1

42.6

40.0

45.3

31.9

21.9

30.5

40.0

34.7

9.7

6.3

15.3

10.0

9.3

2.8

9.4

2.1

10.0

2.7

5.6

9.4

9.5

8.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答



54 

 

【Q26-5.学校外での民間の居場所（フリースクール、フリースペース、居場所等）の充実】 

「学校外での民間の居場所（フリースクール、フリースペース、居場所等）の充実」を「強く望む」割

合は、「離職した」層で 51.4％。 

 

 

【Q26-6.学校外支援（教育支援センター、フリースクール等）に通った場合でも、進学において不

利にならないこと】 

「学校外支援（教育支援センター、フリースクール等）に通った場合でも、進学において不利になら

ないこと」を「強く望む」割合は、「就労していない状況から働き出した」層で 80.0%。 

 

  

離職した  (n=72)

正規社員から非正規社員になった  (n=32)

雇用形態は変化していない  (n=430)

就労していない状況から働き出した  (n=10)

就労していない  (n=75)

51.4

46.9

35.8

40.0

41.3

31.9

15.6

34.9

40.0

30.7

11.1

12.5

17.0

10.0

17.3

1.4

9.4

2.1

10.0

1.3

4.2

15.6

10.2

9.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

離職した  (n=72)

正規社員から非正規社員になった  (n=32)

雇用形態は変化していない  (n=430)

就労していない状況から働き出した  (n=10)

就労していない  (n=75)

65.3

65.6

57.2

80.0

70.7

20.8

15.6

20.7

10.0

14.7

5.6

10.0

5.3

2.8

6.3

1.9

10.0

1.3

5.6

12.5

10.2

8.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答
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【Q26-7.学習支援（オンライン授業の提供など）の充実】 

「学習支援（オンライン授業の提供など）の充実」を「強く望む」割合は「離職した」層で 56.9%。 

 

 

【Q26-8.親の会など同じ悩みを抱える人たちの交流の場】 

「親の会など同じ悩みを抱える人たちの交流の場」を「強く望む」割合は、「正規職員から非正規職

員になった」層で 40.6%。 

 

  

離職した  (n=72)

正規社員から非正規社員になった  (n=32)

雇用形態は変化していない  (n=430)

就労していない状況から働き出した  (n=10)

就労していない  (n=75)

56.9

46.9

46.7

40.0

48.0

29.2

25.0

27.4

40.0

32.0

6.9

6.3

12.8

10.0

9.3

2.8

6.3

1.9

10.0

1.3

4.2

15.6

11.2

9.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

離職した  (n=72)

正規社員から非正規社員になった  (n=32)

雇用形態は変化していない  (n=430)

就労していない状況から働き出した  (n=10)

就労していない  (n=75)

27.8

40.6

15.6

10.0

22.7

31.9

15.6

29.3

60.0

28.0

30.6

12.5

37.4

20.0

28.0

4.2

15.6

5.3

10.0

10.7

5.6

15.6

12.3

10.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答
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【Q26-9.お子さんのケアを一時的に代わってくれる等、自分が休める時間の確保】 

「自分が休める時間の確保」を「強く望む」割合は、「就労していない状況から働き出した」層で

50.0%。（n数が少ないことには留意） 

  

 

【Q26-10.長期欠席や不登校の支援に関する情報提供】 

「長期欠席や不登校の支援に関する情報提供」を「強く望む」割合は、「就労していない状況から

働き出した」層で 60.0%。（n数が少ないことには留意） 

 

  

離職した  (n=72)

正規社員から非正規社員になった  (n=32)

雇用形態は変化していない  (n=430)

就労していない状況から働き出した  (n=10)

就労していない  (n=75)

47.2

46.9

18.4

50.0

22.7

9.7

12.5

23.7

30.0

32.0

34.7

18.8

36.3

20.0

25.3

2.8

6.3

9.5

12.0

5.6

15.6

12.1

8.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

離職した  (n=72)

正規社員から非正規社員になった  (n=32)

雇用形態は変化していない  (n=430)

就労していない状況から働き出した  (n=10)

就労していない  (n=75)

55.6

53.1

44.2

60.0

58.7

26.4

21.9

36.0

20.0

21.3

9.7

9.4

8.1

10.0

9.3

2.8

3.1

1.6

10.0

1.3

5.6

12.5

10.0

9.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答
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【Q26-11.企業への意識や理解の促進】 

「企業への意識や理解の促進」を「強く望む」割合は、「離職した」層で54.2％、「正規職員から非正

規職員になった」層で 53.1%。 

 

  

【Q26-12.企業への職場環境整備の支援】 

「企業への職場環境整備の支援」を「強く望む」割合は、「正規職員から非正規職員になった」層で

59.4%、「離職した」層で 54.2%。 

 

  

離職した  (n=72)

正規社員から非正規社員になった  (n=32)

雇用形態は変化していない  (n=430)

就労していない状況から働き出した  (n=10)

就労していない  (n=75)

54.2

53.1

38.1

40.0

49.3

27.8

25.0

36.0

50.0

33.3

11.1

6.3

12.3

10.0

6.7

2.8

3.1

2.1

1.3

4.2

12.5

11.4

9.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

離職した  (n=72)

正規社員から非正規社員になった  (n=32)

雇用形態は変化していない  (n=430)

就労していない状況から働き出した  (n=10)

就労していない  (n=75)

54.2

59.4

37.2

50.0

49.3

25.0

18.8

35.1

30.0

34.7

12.5

6.3

14.0

20.0

5.3

2.8

3.1

1.9

1.3

5.6

12.5

11.9

9.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答
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【Q26-13.医療機関と繋がるための支援】 

「医療機関と繋がるための支援」を「強く望む」割合は、「就労していない」層で 44.0%。 

 
  

【Q26-14.家庭や家族の課題について相談できる福祉機関と繋がるための支援】 

「家庭や家族の課題について相談できる福祉機関と繋がるための支援」を「強く望む」割合は、「正

規職員から非正規職員になった」層で 40.6％。 

 

  

離職した  (n=72)

正規社員から非正規社員になった  (n=32)

雇用形態は変化していない  (n=430)

就労していない状況から働き出した  (n=10)

就労していない  (n=75)

37.5

40.6

32.6

30.0

44.0

30.6

25.0

34.9

30.0

33.3

26.4

15.6

17.7

30.0

9.3

1.4

6.3

3.3

10.0

4.0

4.2

12.5

11.6

9.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

離職した  (n=72)

正規社員から非正規社員になった  (n=32)

雇用形態は変化していない  (n=430)

就労していない状況から働き出した  (n=10)

就労していない  (n=75)

37.5

40.6

32.3

20.0

38.7

30.6

31.3

36.3

50.0

33.3

23.6

6.3

18.6

20.0

14.7

4.2

9.4

1.9

10.0

2.7

4.2

12.5

10.9

10.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答
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５．働き方の変化別クロス 

Q23. 働き方の変化 × Q1.家族構成 

「仕事のパフォーマンスが下がった（業務に集中できないこと等）」、「休職や退職を検討した」家

庭は、兄弟姉妹がいる割合が他の層に比べ高い。 

 

  

問1.お子さんからみた家族構成（同居の家族）をお答えください。（複数回答可）

父

親

母

親

祖

父

祖

母

兄

弟

姉

妹

そ

の

他

771 530 725 84 124 506 21

100.0 68.7 94.0 10.9 16.1 65.6 2.7

333 236 321 34 49 233 6

100.0 70.9 96.4 10.2 14.7 70.0 1.8

156 103 147 13 23 103 4

100.0 66.0 94.2 8.3 14.7 66.0 2.6

103 70 99 6 12 69 0

100.0 68.0 96.1 5.8 11.7 67.0 0.0

158 110 154 11 15 117 1

100.0 69.6 97.5 7.0 9.5 74.1 0.6

26 18 25 2 3 12 0

100.0 69.2 96.2 7.7 11.5 46.2 0.0

28 17 26 0 1 18 0

100.0 60.7 92.9 0.0 3.6 64.3 0.0

167 117 164 13 19 121 1

100.0 70.1 98.2 7.8 11.4 72.5 0.6

50 34 50 3 7 30 1

100.0 68.0 100.0 6.0 14.0 60.0 2.0

107 72 101 12 18 72 2

100.0 67.3 94.4 11.2 16.8 67.3 1.9

48 38 46 8 9 37 2

100.0 79.2 95.8 16.7 18.8 77.1 4.2

  全  体

特に影響はなかった

お子さんのケアに関わらず就労はしていない（専業主婦（主夫）等）

雇用形態

  全  体

遅刻、早退、中抜け、欠勤が増えた

仕事の内容や働き方を変えた（時短やシフト勤務、内勤への変更等）

働く時間や場所に制約が出た（残業、出張ができなくなった等）

仕事のパフォーマンスが下がった（業務に集中できないこと等）

在宅勤務が増えた

昇進を諦めた又は降格した

休職や退職を検討した

その他
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Q23. 働き方の変化  × Q4.長期欠席歴 

「働く時間や場所に制約が出た」家庭で長期欠席歴（現在の学年と、長期欠席の兆候が見られ

はじめた学年の差分）が５年を超えるお子さんの割合が 17.4％、「仕事の内容や働き方を変えた」

家庭で長期欠席歴が５年を超えるお子さんの割合が 16.6％と高い傾向にある。 

 

  

遅刻、早退、中抜け、欠勤が増えた  (n=342)

仕事の内容や働き方を変えた（時短やシフト勤務、内勤への変更等）  (n=169)

働く時間や場所に制約が出た（残業、出張ができなくなった等）  (n=109)

仕事のパフォーマンスが下がった（業務に集中できないこと等）  (n=160)

在宅勤務が増えた  (n=27)

昇進を諦めた又は降格した  (n=28)

休職や退職を検討した  (n=185)

その他（自由記述）  (n=51)

特に影響はなかった  (n=110)

お子さんのケアに関わらず就労はしていない（専業主婦（主夫）等）  (n=42)

1.5

1.8

1.8

1.9

1.1

1.8

29.2

21.9

22.9

30.6

25.9

35.7

24.3

33.3

31.8

40.5
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Q23. 働き方の変化 × Q5.長期欠席の原因・きっかけ 

「仕事のパフォーマンスが下がった（業務に集中できないこと等）」層は、「気持ちが落ち込んだり、

いらいらしたりした」、「夜ねむれなかったり、朝起きられなかったりした」の選択割合が高い。 
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100.0 18.7 0.4 16.7 12.6 25.1 10.0 15.0 1.1 3.4 7.3 1.5 5.8 12.4
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95 129 56 38 274 261 222 31 48 3 155 62 4

11.3 15.3 6.6 4.5 32.5 30.9 26.3 3.7 5.7 0.4 18.4 7.3 0.5

48 69 32 19 128 145 118 19 16 2 70 23 2

13.2 19.0 8.8 5.2 35.2 39.8 32.4 5.2 4.4 0.5 19.2 6.3 0.5

29 41 12 13 60 64 51 11 12 0 33 15 1

16.5 23.3 6.8 7.4 34.1 36.4 29.0 6.3 6.8 0.0 18.8 8.5 0.6

19 26 11 10 41 50 38 4 7 0 22 9 0

17.0 23.2 9.8 8.9 36.6 44.6 33.9 3.6 6.3 0.0 19.6 8.0 0.0

30 32 14 8 66 82 72 10 14 0 31 11 1

17.5 18.7 8.2 4.7 38.6 48.0 42.1 5.8 8.2 0.0 18.1 6.4 0.6

9 7 2 3 7 10 7 3 1 0 6 4 0
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4 4 5 4 5 15 9 3 2 0 5 2 0
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38 49 12 14 74 83 67 13 13 0 35 18 1

19.7 25.4 6.2 7.3 38.3 43.0 34.7 6.7 6.7 0.0 18.1 9.3 0.5

6 9 3 4 20 15 13 1 1 0 14 6 1

11.1 16.7 5.6 7.4 37.0 27.8 24.1 1.9 1.9 0.0 25.9 11.1 1.9

4 6 1 0 17 17 11 1 4 0 7 3 0

8.2 12.2 2.0 0.0 34.7 34.7 22.4 2.0 8.2 0.0 14.3 6.1 0.0

4 6 1 0 17 17 11 1 4 0 7 3 0

8.2 12.2 2.0 0.0 34.7 34.7 22.4 2.0 8.2 0.0 14.3 6.1 0.0

  全  体

問5-1.お子さん(1人目)が学校を長期欠席していた要因・きっかけは何ですか。（複数回答可）

  全  体

仕事の内容や働き方を変えた（時短やシフト勤務、内勤への変更等）

働く時間や場所に制約が出た（残業、出張ができなくなった等）

仕事のパフォーマンスが下がった（業務に集中できないこと等）

在宅勤務が増えた

昇進を諦めた又は降格した

休職や退職を検討した

その他

お子さんのケアに関わらず就労はしていない（専業主婦（主夫）等）

特に影響はなかった

お子さんのケアに関わらず就労はしていない（専業主婦（主夫）等）

  全  体

雇用形態

遅刻、早退、中抜け、欠勤が増えた

特に影響はなかった

休職や退職を検討した

その他

仕事の内容や働き方を変えた（時短やシフト勤務、内勤への変更等）

働く時間や場所に制約が出た（残業、出張ができなくなった等）

仕事のパフォーマンスが下がった（業務に集中できないこと等）

在宅勤務が増えた

昇進を諦めた又は降格した

雇用形態

遅刻、早退、中抜け、欠勤が増えた
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Q23. 働き方の変化 × Q8.SC・SSWの利用状況 

 SC を現在利用している割合は、その他を除くと、「お子さんのケアに関わらず就労はしていない」

家庭で 33.3％、「休職や退職を検討した」家庭で 25.7％、「働く時間や場所に制約が出た」家庭で

25.2％の順に多い。 

 

 

 SSW を現在利用している割合は、「働く時間や場所に制約が出た」家庭で 12.6％、「在宅勤務が

増えた」家庭で 11.5％、「昇進を諦めた又は降格した」家庭で 10.7％の順に多い。 

 

 

   

遅刻、早退、中抜け、欠勤が増えた  (n=333)

仕事の内容や働き方を変えた（時短やシフト勤務、内勤への変更等）  (n=156)

働く時間や場所に制約が出た（残業、出張ができなくなった等）  (n=103)

仕事のパフォーマンスが下がった（業務に集中できないこと等）  (n=158)

在宅勤務が増えた  (n=26)

昇進を諦めた又は降格した  (n=28)

休職や退職を検討した  (n=167)

その他  (n=50)

特に影響はなかった  (n=107)

お子さんのケアに関わらず就労はしていない（専業主婦（主夫）等）  (n=48)
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(%)

現在利用している 過去に利用したことはあるが、現在は利用していない

利用したことがないが、利用を検討している 利用したいが、利用できない状況にある

今は利用するつもりはないが、必要になれば検討する その他

利用したくない どういったものか知らない、わからない

遅刻、早退、中抜け、欠勤が増えた  (n=333)

仕事の内容や働き方を変えた（時短やシフト勤務、内勤への変更等）  (n=156)

働く時間や場所に制約が出た（残業、出張ができなくなった等）  (n=103)

仕事のパフォーマンスが下がった（業務に集中できないこと等）  (n=158)

在宅勤務が増えた  (n=26)

昇進を諦めた又は降格した  (n=28)

休職や退職を検討した  (n=167)

その他  (n=50)

特に影響はなかった  (n=107)

お子さんのケアに関わらず就労はしていない（専業主婦（主夫）等）  (n=48)
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利用したくない どういったものか知らない、わからない
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Q23. 働き方の変化 × Q10.学校外支援の利用状況 

 

 「働く時間や場所に制約が出た」家庭で学校外支援を「現在利用している」割合が 28.2％と高い。 

 

  

遅刻、早退、中抜け、欠勤が増えた  (n=333)

仕事の内容や働き方を変えた（時短やシフト勤務、内勤への変更等）  (n=156)

働く時間や場所に制約が出た（残業、出張ができなくなった等）  (n=103)

仕事のパフォーマンスが下がった（業務に集中できないこと等）  (n=158)

在宅勤務が増えた  (n=26)

昇進を諦めた又は降格した  (n=28)

休職や退職を検討した  (n=167)

その他  (n=50)

特に影響はなかった  (n=107)

お子さんのケアに関わらず就労はしていない（専業主婦（主夫）等）  (n=48)
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今は利用するつもりはないが、必要になれば検討する その他

利用したくない どういったものか知らない、わからない
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Q23. 働き方の変化 × Q17.不安や悩み事 

働き方に何らかの影響が出ている家庭は、「特に影響はなかった」家庭に比べ、将来に対する不

安、学習対応、生活リズムの乱れや体力の低下、自分の仕事との両立に対する悩み等の選択割

合が高い。 
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わ

り

度

合

い

の

ア

ン

バ

ラ

ン

ス

さ

そ

の

他

特

に

不

安

や

悩

み

事

、

負

担

を

感

じ

て

い

な

い

116 398 189 136 405 148 192 269 62 8

15.0 51.6 24.5 17.6 52.5 19.2 24.9 34.9 8.0 1.0

67 224 110 80 227 84 108 162 35 1

20.1 67.3 33.0 24.0 68.2 25.2 32.4 48.6 10.5 0.3

34 97 54 35 98 45 55 74 19 0

21.8 62.2 34.6 22.4 62.8 28.8 35.3 47.4 12.2 0.0

25 61 48 38 65 38 43 48 15 0

24.3 59.2 46.6 36.9 63.1 36.9 41.7 46.6 14.6 0.0

43 115 63 46 119 47 68 82 21 0

27.2 72.8 39.9 29.1 75.3 29.7 43.0 51.9 13.3 0.0

7 14 9 10 13 6 10 7 4 1

26.9 53.8 34.6 38.5 50.0 23.1 38.5 26.9 15.4 3.8

6 20 13 7 20 11 11 10 3 0

21.4 71.4 46.4 25.0 71.4 39.3 39.3 35.7 10.7 0.0

48 112 68 54 120 60 79 90 20 0

28.7 67.1 40.7 32.3 71.9 35.9 47.3 53.9 12.0 0.0

8 27 14 8 32 11 15 13 18 2

16.0 54.0 28.0 16.0 64.0 22.0 30.0 26.0 36.0 4.0

7 60 18 14 50 10 14 29 4 3

6.5 56.1 16.8 13.1 46.7 9.3 13.1 27.1 3.7 2.8

15 32 16 11 30 11 14 19 2 1

31.3 66.7 33.3 22.9 62.5 22.9 29.2 39.6 4.2 2.1

  全  体

問17.お子さんを支える中で感じた不安や悩み事、精神的・身体的な負担についてお答えください。（複数回答可）

  全  体

遅刻、早退、中抜け、欠勤が増えた

仕事の内容や働き方を変えた（時短やシフト勤務、内勤への変更等）

働く時間や場所に制約が出た（残業、出張ができなくなった等）

仕事のパフォーマンスが下がった（業務に集中できないこと等）

在宅勤務が増えた

昇進を諦めた又は降格した

休職や退職を検討した

お子さんのケアに関わらず就労はしていない（専業主婦（主夫）等）

その他

お子さんのケアに関わらず就労はしていない（専業主婦（主夫）等）

  全  体

雇用形態

遅刻、早退、中抜け、欠勤が増えた

特に影響はなかった

特に影響はなかった

休職や退職を検討した

その他

仕事の内容や働き方を変えた（時短やシフト勤務、内勤への変更等）

働く時間や場所に制約が出た（残業、出張ができなくなった等）

仕事のパフォーマンスが下がった（業務に集中できないこと等）

在宅勤務が増えた

昇進を諦めた又は降格した

雇用形態
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Q23. 働き方の変化 × Q24.ケアと仕事の両立に望むもの 

働き方に何らかの影響が出ている家庭は、「特に影響はなかった」家庭に比べ、「柔軟な勤務時

間」の選択割合が高い。 

 

 
  

柔

軟

な

勤

務

時

間

（

登

校

支

援

・

通

院

対

応

に

あ

わ

せ

た

出

退

勤

調

整

な

ど

）

テ

レ

ワ

ー

ク

・

在

宅

勤

務

の

選

択

肢

の

拡

充

精

神

的

負

担

を

軽

減

す

る

た

め

の

相

談

窓

口

（

社

内

・

外

部

カ

ウ

ン

セ

リ

ン

グ

な

ど

）

の

整

備

同

じ

悩

み

を

抱

え

る

職

員

同

士

の

情

報

交

換

・

支

援

の

場

の

設

置

お

子

さ

ん

の

ケ

ア

と

仕

事

の

両

立

に

関

す

る

社

内

制

度

の

整

備

お

子

さ

ん

の

ケ

ア

と

仕

事

の

両

立

に

関

す

る

制

度

・

支

援

情

報

の

積

極

的

な

周

知

お

子

さ

ん

の

ケ

ア

に

理

解

が

あ

る

職

場

風

土

（

同

僚

・

上

司

の

理

解

も

含

む

）

そ

の

他

特

に

求

め

る

も

の

は

な

い

771 442 186 111 109 249 209 333 26 95

100.0 57.3 24.1 14.4 14.1 32.3 27.1 43.2 3.4 12.3

333 276 107 67 66 156 122 189 15 19

100.0 82.9 32.1 20.1 19.8 46.8 36.6 56.8 4.5 5.7

156 111 50 29 28 69 63 87 6 18

100.0 71.2 32.1 18.6 17.9 44.2 40.4 55.8 3.8 11.5

103 76 40 27 21 61 47 65 5 7

100.0 73.8 38.8 26.2 20.4 59.2 45.6 63.1 4.9 6.8

158 124 53 50 38 85 73 94 9 13

100.0 78.5 33.5 31.6 24.1 53.8 46.2 59.5 5.7 8.2

26 16 13 9 7 10 10 11 3 4

100.0 61.5 50.0 34.6 26.9 38.5 38.5 42.3 11.5 15.4

28 23 14 10 4 17 15 15 0 1

100.0 82.1 50.0 35.7 14.3 60.7 53.6 53.6 0.0 3.6

167 135 64 43 37 94 74 105 9 5

100.0 80.8 38.3 25.7 22.2 56.3 44.3 62.9 5.4 3.0

50 30 16 10 10 21 18 27 4 12

100.0 60.0 32.0 20.0 20.0 42.0 36.0 54.0 8.0 24.0

107 51 15 10 10 22 11 42 3 38

100.0 47.7 14.0 9.3 9.3 20.6 10.3 39.3 2.8 35.5

48 29 24 9 11 22 23 26 1 7

100.0 60.4 50.0 18.8 22.9 45.8 47.9 54.2 2.1 14.6

  全  体

問24.勤務先において、お子さんのケアと仕事を両立させるために何を求めますか。（複数回答可）

特に影響はなかった

お子さんのケアに関わらず就労はしていない（専業主婦（主夫）等）

  全  体

雇用形態

遅刻、早退、中抜け、欠勤が増えた

仕事の内容や働き方を変えた（時短やシフト勤務、内勤への変更等）

働く時間や場所に制約が出た（残業、出張ができなくなった等）

仕事のパフォーマンスが下がった（業務に集中できないこと等）

在宅勤務が増えた

昇進を諦めた又は降格した

休職や退職を検討した

その他
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Q23. 働き方の変化 × Q26.行政に求める支援 

【Q26-1.お子さんに対するカウンセリングなどの心理的支援の充実】 

「お子さんに対するカウンセリングなどの心理的支援の充実」を「強く望む」割合は「働く時間や場

所に制約が出た（残業、出張ができなくなった等）」層で 50.5%。 

 

 

 

【Q26-2.関係機関とつなぐスクールソーシャルワーカー（SSW）の充実】 

「関係機関とつなぐスクールソーシャルワーカー（SSW）の充実」を「強く望む」割合は、「働く時間や

場所に制約が出た（残業、出張ができなくなった等）」層で 45.6％、「休職や退職を検討した」層で

45.5%。 

  

遅刻、早退、中抜け、欠勤が増えた  (n=333)

仕事の内容や働き方を変えた（時短やシフト勤務、内勤への変更等）  (n=156)

働く時間や場所に制約が出た（残業、出張ができなくなった等）  (n=103)

仕事のパフォーマンスが下がった（業務に集中できないこと等）  (n=158)

在宅勤務が増えた  (n=26)

昇進を諦めた又は降格した  (n=28)

休職や退職を検討した  (n=167)

その他  (n=50)

特に影響はなかった  (n=107)

お子さんのケアに関わらず就労はしていない（専業主婦（主夫）等）  (n=48)

45.6

42.9

50.5

44.3

46.2

35.7

49.1

40.0

37.4

41.7

31.8

33.3

29.1

33.5

23.1

35.7

27.5

34.0

26.2

31.3

9.0

11.5

11.7

10.8

19.2

17.9

13.2

12.0

23.4

18.8

3.6

2.6

1.9

4.4

3.8

3.6

8.0

5.6

4.2

9.9

9.6

6.8

7.0

7.7

10.7

6.6

6.0

7.5

4.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

遅刻、早退、中抜け、欠勤が増えた  (n=333)

仕事の内容や働き方を変えた（時短やシフト勤務、内勤への変更等）  (n=156)

働く時間や場所に制約が出た（残業、出張ができなくなった等）  (n=103)

仕事のパフォーマンスが下がった（業務に集中できないこと等）  (n=158)

在宅勤務が増えた  (n=26)

昇進を諦めた又は降格した  (n=28)

休職や退職を検討した  (n=167)

その他  (n=50)

特に影響はなかった  (n=107)

お子さんのケアに関わらず就労はしていない（専業主婦（主夫）等）  (n=48)

38.7

39.1

45.6

38.6

30.8

28.6

45.5

34.0

29.9

39.6

29.4

25.6

28.2

29.1

19.2

25.0

24.0

34.0

30.8

31.3

19.2

21.8

16.5

21.5

30.8

35.7

20.4

18.0

29.0

18.8

2.7

1.9

1.9

3.2

3.8

3.6

8.0

2.8

6.3

9.9

11.5

7.8

7.6

15.4

10.7

6.6

6.0

7.5

4.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答
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【Q26-3.学校内での教室以外の居場所（スペシャルサポートルーム・校内教育支援センターなど）

の充実】 

「学校内での教室以外の居場所（スペシャルサポートルーム・校内教育支援センターなど）の充実」

を「強く望む」割合は、「働く時間や場所に制約が出た（残業、出張ができなくなった等）」「休職や

退職を検討した」層で高くなっている。 

 

 

 

【Q26-4.学校外での公的な学習支援・居場所（教育支援センター、学びの多様化学校等）の充実】 

「学校外での公的な学習支援・居場所（教育支援センター、学びの多様化学校等）の充実」を「強く

望む」割合は「働く時間や場所に制約が出た（残業、出張ができなくなった等）」層で 62.1%。 

 

遅刻、早退、中抜け、欠勤が増えた  (n=333)

仕事の内容や働き方を変えた（時短やシフト勤務、内勤への変更等）  (n=156)

働く時間や場所に制約が出た（残業、出張ができなくなった等）  (n=103)

仕事のパフォーマンスが下がった（業務に集中できないこと等）  (n=158)

在宅勤務が増えた  (n=26)

昇進を諦めた又は降格した  (n=28)

休職や退職を検討した  (n=167)

その他  (n=50)

特に影響はなかった  (n=107)

お子さんのケアに関わらず就労はしていない（専業主婦（主夫）等）  (n=48)

57.4

52.6

66.0

57.6

50.0

50.0

61.7

60.0

42.1

52.1

21.6

23.7

15.5

22.8

15.4

25.0

21.0

24.0

29.0

27.1

9.6

10.9

8.7

11.4

15.4

10.7

9.6

6.0

21.5

10.4

1.5

1.9

2.9

1.9

7.7

3.6

1.8

8.0

0.9

6.3

9.9

10.9

6.8

6.3

11.5

10.7

6.0

2.0

6.5

4.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

遅刻、早退、中抜け、欠勤が増えた  (n=333)

仕事の内容や働き方を変えた（時短やシフト勤務、内勤への変更等）  (n=156)

働く時間や場所に制約が出た（残業、出張ができなくなった等）  (n=103)

仕事のパフォーマンスが下がった（業務に集中できないこと等）  (n=158)

在宅勤務が増えた  (n=26)

昇進を諦めた又は降格した  (n=28)

休職や退職を検討した  (n=167)

その他  (n=50)

特に影響はなかった  (n=107)

お子さんのケアに関わらず就労はしていない（専業主婦（主夫）等）  (n=48)

50.2

48.7

62.1

49.4

34.6

42.9

52.7

50.0

31.8

47.9

30.3

31.4

20.4

32.3

19.2

35.7

31.7

28.0

35.5

31.3

9.0

8.3

10.7

10.8

15.4

10.7

8.4

10.0

23.4

10.4

1.8

1.3

1.0

1.9

11.5

3.6

1.8

10.0

4.7

6.3

8.7

10.3

5.8

5.7

19.2

7.1

5.4

2.0

4.7

4.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答
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【Q26-5.学校外での民間の居場所（フリースクール、フリースペース、居場所等）の充実】 

「学校外での民間の居場所（フリースクール、フリースペース、居場所等）の充実」を「強く望む」割

合は「働く時間や場所に制約が出た（残業、出張ができなくなった等）」層で 60.2%。 

 

 

 

【Q26-6.学校外支援（教育支援センター、フリースクール等）に通った場合でも、進学において不

利にならないこと】 

「学校外支援（教育支援センター、フリースクール等）に通った場合でも、進学において不利になら

ないこと」を「強く望む」割合は「特に影響はなかった」家庭以外で 50％を超えている。 

 

  

遅刻、早退、中抜け、欠勤が増えた  (n=333)

仕事の内容や働き方を変えた（時短やシフト勤務、内勤への変更等）  (n=156)

働く時間や場所に制約が出た（残業、出張ができなくなった等）  (n=103)

仕事のパフォーマンスが下がった（業務に集中できないこと等）  (n=158)

在宅勤務が増えた  (n=26)

昇進を諦めた又は降格した  (n=28)

休職や退職を検討した  (n=167)

その他  (n=50)

特に影響はなかった  (n=107)

お子さんのケアに関わらず就労はしていない（専業主婦（主夫）等）  (n=48)

43.2

48.1

60.2

42.4

50.0

46.4

50.3

44.0

29.0

43.8

33.6

32.1

25.2

35.4

15.4

32.1

31.1

28.0

35.5

29.2

11.1

9.0

8.7

13.9

15.4

10.7

11.4

14.0

25.2

20.8

2.1

1.3

1.0

1.3

7.7

3.6

1.8

8.0

4.7

2.1

9.9

9.6

4.9

7.0

11.5

7.1

5.4

6.0

5.6

4.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

遅刻、早退、中抜け、欠勤が増えた  (n=333)

仕事の内容や働き方を変えた（時短やシフト勤務、内勤への変更等）  (n=156)

働く時間や場所に制約が出た（残業、出張ができなくなった等）  (n=103)

仕事のパフォーマンスが下がった（業務に集中できないこと等）  (n=158)

在宅勤務が増えた  (n=26)

昇進を諦めた又は降格した  (n=28)

休職や退職を検討した  (n=167)

その他  (n=50)

特に影響はなかった  (n=107)

お子さんのケアに関わらず就労はしていない（専業主婦（主夫）等）  (n=48)

66.4

62.8

69.9

63.9

50.0

78.6

68.3

70.0

46.7

66.7

16.2

20.5

16.5

19.0

11.5

7.1

18.6

16.0

25.2

18.8

5.7

3.2

5.8

8.2

11.5

3.6

4.8

4.0

17.8

8.3

1.5

1.9

1.9

1.9

15.4

3.6

1.2

8.0

3.7

2.1

10.2

11.5

5.8

7.0

11.5

7.1

7.2

2.0

6.5

4.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答
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【Q26-7.学習支援（オンライン授業の提供など）の充実】 

「学習支援（オンライン授業の提供など）の充実」を「強く望む」割合は、「在宅勤務が増えた」「特に

影響はなかった」「その他」を選択した家庭以外で 50%を超えている。（n数の少ない層は参考値） 

 

 

 

【Q26-8.親の会など同じ悩みを抱える人たちの交流の場】 

「親の会など同じ悩みを抱える人たちの交流の場」を「強く望む」割合は、「特に影響はなかった」

層、「在宅勤務が増えた」層でそれぞれ 10.3％、3.8％にとどまる。 

 

 

  

遅刻、早退、中抜け、欠勤が増えた  (n=333)

仕事の内容や働き方を変えた（時短やシフト勤務、内勤への変更等）  (n=156)

働く時間や場所に制約が出た（残業、出張ができなくなった等）  (n=103)

仕事のパフォーマンスが下がった（業務に集中できないこと等）  (n=158)

在宅勤務が増えた  (n=26)

昇進を諦めた又は降格した  (n=28)

休職や退職を検討した  (n=167)

その他  (n=50)

特に影響はなかった  (n=107)

お子さんのケアに関わらず就労はしていない（専業主婦（主夫）等）  (n=48)

53.5

50.0

55.3

57.0

26.9

53.6

56.9

44.0

40.2

50.0

24.9

27.6

24.3

27.2

34.6

25.0

26.3

36.0

32.7

33.3

9.6

10.3

7.8

7.0

11.5

3.6

7.2

10.0

18.7

10.4

1.8

1.3

2.9

1.3

11.5

3.6

3.0

4.0

0.9

2.1

10.2

10.9

9.7

7.6

15.4

14.3

6.6

6.0

7.5

4.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

遅刻、早退、中抜け、欠勤が増えた  (n=333)

仕事の内容や働き方を変えた（時短やシフト勤務、内勤への変更等）  (n=156)

働く時間や場所に制約が出た（残業、出張ができなくなった等）  (n=103)

仕事のパフォーマンスが下がった（業務に集中できないこと等）  (n=158)

在宅勤務が増えた  (n=26)

昇進を諦めた又は降格した  (n=28)

休職や退職を検討した  (n=167)

その他  (n=50)

特に影響はなかった  (n=107)

お子さんのケアに関わらず就労はしていない（専業主婦（主夫）等）  (n=48)

23.4

22.4

25.2

26.6

3.8

21.4

26.9

18.0

10.3

25.0

30.3

34.6

32.0

25.3

34.6

14.3

29.9

32.0

26.2

22.9

28.5

25.0

28.2

36.7

34.6

39.3

31.7

30.0

49.5

29.2

5.4

7.1

5.8

3.8

15.4

14.3

4.8

10.0

5.6

16.7

12.3

10.9

8.7

7.6

11.5

10.7

6.6

10.0

8.4

6.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答
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【Q26-9.お子さんのケアを一時的に代わってくれる等、自分が休める時間の確保】 

「自分が休める時間の確保」を「強く望む」割合は、「働く時間や場所に制約が出た（残業、出張が

できなくなった等）」層で 42.7％。 

 

 

 

【Q26-10.長期欠席や不登校の支援に関する情報提供】 

「長期欠席や不登校の支援に関する情報提供」を「強く望む」割合は「働く時間や場所に制約が出

た（残業、出張ができなくなった等）」層で 58.3％、「休職や退職を検討した」層で 58.7％。 

 

 

  

遅刻、早退、中抜け、欠勤が増えた  (n=333)

仕事の内容や働き方を変えた（時短やシフト勤務、内勤への変更等）  (n=156)

働く時間や場所に制約が出た（残業、出張ができなくなった等）  (n=103)

仕事のパフォーマンスが下がった（業務に集中できないこと等）  (n=158)

在宅勤務が増えた  (n=26)

昇進を諦めた又は降格した  (n=28)

休職や退職を検討した  (n=167)

その他  (n=50)

特に影響はなかった  (n=107)

お子さんのケアに関わらず就労はしていない（専業主婦（主夫）等）  (n=48)

30.9

30.1

42.7

33.5

23.1

35.7

37.1

24.0

9.3

22.9

22.5

22.4

24.3

22.8

34.6

28.6

21.6

36.0

25.2

31.3

29.7

30.8

22.3

29.1

23.1

25.0

30.5

26.0

43.0

27.1

5.7

5.1

2.9

7.6

3.8

4.8

10.0

15.0

14.6

11.1

11.5

7.8

7.0

15.4

10.7

6.0

4.0

7.5

4.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

遅刻、早退、中抜け、欠勤が増えた  (n=333)

仕事の内容や働き方を変えた（時短やシフト勤務、内勤への変更等）  (n=156)

働く時間や場所に制約が出た（残業、出張ができなくなった等）  (n=103)

仕事のパフォーマンスが下がった（業務に集中できないこと等）  (n=158)

在宅勤務が増えた  (n=26)

昇進を諦めた又は降格した  (n=28)

休職や退職を検討した  (n=167)

その他  (n=50)

特に影響はなかった  (n=107)

お子さんのケアに関わらず就労はしていない（専業主婦（主夫）等）  (n=48)

52.3

51.3

58.3

56.3

42.3

50.0

58.7

60.0

31.8

52.1

30.0

34.0

27.2

30.4

38.5

39.3

29.3

24.0

44.9

22.9

5.7

3.8

5.8

6.3

7.7

5.4

4.0

14.0

18.8

1.2

0.6

1.0

3.8

0.6

6.0

3.7

2.1

10.8

10.3

7.8

7.0

7.7

10.7

6.0

6.0

5.6

4.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答
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【Q26-11.企業への意識や理解の促進】 

「企業への意識や理解の促進」を「強く望む」割合は、「働く時間や場所に制約が出た（残業、出張

ができなくなった等）」層で 59.2％、「休職や退職を検討した」層で 56.3％。 

 

 

 

【Q26-12.企業への職場環境整備の支援】 

「企業への職場環境整備の支援」を「強く望む」割合は「働く時間や場所に制約が出た（残業、出

張ができなくなった等）」層で 62.1％、「休職や退職を検討した」層で 57.5％。 

 

  

遅刻、早退、中抜け、欠勤が増えた  (n=333)

仕事の内容や働き方を変えた（時短やシフト勤務、内勤への変更等）  (n=156)

働く時間や場所に制約が出た（残業、出張ができなくなった等）  (n=103)

仕事のパフォーマンスが下がった（業務に集中できないこと等）  (n=158)

在宅勤務が増えた  (n=26)

昇進を諦めた又は降格した  (n=28)

休職や退職を検討した  (n=167)

その他  (n=50)

特に影響はなかった  (n=107)

お子さんのケアに関わらず就労はしていない（専業主婦（主夫）等）  (n=48)

49.2

46.2

59.2

50.6

34.6

42.9

56.3

44.0

26.2

43.8

31.2

32.1

25.2

33.5

30.8

42.9

28.7

34.0

40.2

37.5

8.1

9.6

6.8

7.6

15.4

3.6

7.2

12.0

21.5

10.4

1.5

0.6

1.0

0.6

3.8

1.2

4.0

3.7

4.2

9.9

11.5

7.8

7.6

15.4

10.7

6.6

6.0

8.4

4.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

遅刻、早退、中抜け、欠勤が増えた  (n=333)

仕事の内容や働き方を変えた（時短やシフト勤務、内勤への変更等）  (n=156)

働く時間や場所に制約が出た（残業、出張ができなくなった等）  (n=103)

仕事のパフォーマンスが下がった（業務に集中できないこと等）  (n=158)

在宅勤務が増えた  (n=26)

昇進を諦めた又は降格した  (n=28)

休職や退職を検討した  (n=167)

その他  (n=50)

特に影響はなかった  (n=107)

お子さんのケアに関わらず就労はしていない（専業主婦（主夫）等）  (n=48)

49.5

46.8

62.1

51.3

30.8

50.0

57.5

42.0

26.2

43.8

29.4

28.8

23.3

31.6

34.6

35.7

26.3

30.0

39.3

39.6

9.9

11.5

5.8

7.6

15.4

3.6

7.8

16.0

21.5

8.3

0.9

0.6

1.0

1.3

3.8

1.8

4.0

3.7

4.2

10.2

12.2

7.8

8.2

15.4

10.7

6.6

8.0

9.3

4.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答
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 【Q26-13.医療機関と繋がるための支援】 

「医療機関と繋がるための支援」を「強く望む」割合は、「働く時間や場所に制約が出た（残業、出

張ができなくなった等）」層で 52.4%。 

 

 

 

【Q26-14.家庭や家族の課題について相談できる福祉機関と繋がるための支援】 

「家庭や家族の課題について相談できる福祉機関と繋がるための支援」を「強く望む」割合は「働く

時間や場所に制約が出た（残業、出張ができなくなった等）」層で 51.5%。 

 

 

 

遅刻、早退、中抜け、欠勤が増えた  (n=333)

仕事の内容や働き方を変えた（時短やシフト勤務、内勤への変更等）  (n=156)

働く時間や場所に制約が出た（残業、出張ができなくなった等）  (n=103)

仕事のパフォーマンスが下がった（業務に集中できないこと等）  (n=158)

在宅勤務が増えた  (n=26)

昇進を諦めた又は降格した  (n=28)

休職や退職を検討した  (n=167)

その他  (n=50)

特に影響はなかった  (n=107)

お子さんのケアに関わらず就労はしていない（専業主婦（主夫）等）  (n=48)

38.4

39.1

52.4

45.6

19.2

46.4

47.3

38.0

25.2

33.3

32.7

28.8

21.4

31.0

34.6

25.0

28.7

30.0

38.3

41.7

16.2

19.2

16.5

13.9

19.2

17.9

18.0

16.0

24.3

12.5

1.8

2.6

1.9

1.3

11.5

0.6

8.0

3.7

8.3

10.8

10.3

7.8

8.2

15.4

10.7

5.4

8.0

8.4

4.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

遅刻、早退、中抜け、欠勤が増えた  (n=333)

仕事の内容や働き方を変えた（時短やシフト勤務、内勤への変更等）  (n=156)

働く時間や場所に制約が出た（残業、出張ができなくなった等）  (n=103)

仕事のパフォーマンスが下がった（業務に集中できないこと等）  (n=158)

在宅勤務が増えた  (n=26)

昇進を諦めた又は降格した  (n=28)

休職や退職を検討した  (n=167)

その他  (n=50)

特に影響はなかった  (n=107)

お子さんのケアに関わらず就労はしていない（専業主婦（主夫）等）  (n=48)

38.7

36.5

51.5

44.9

34.6

42.9

46.1

30.0

27.1

35.4

33.9

35.9

25.2

31.6

30.8

32.1

29.3

30.0

35.5

35.4

15.0

16.0

13.6

15.2

15.4

10.7

16.8

22.0

26.2

16.7

1.8

1.9

1.9

1.3

7.7

3.6

2.4

10.0

3.7

6.3

10.5

9.6

7.8

7.0

11.5

10.7

5.4

8.0

7.5

6.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答
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６．雇用形態の変化の理由別クロス 

※Q22.雇用形態の変化 は、Q21 で「自社内で正規社員から非正規社員（パート・アルバイト含む）

になった」「正規社員から非正規社員（パート・アルバイト含む）への転職をした」「正規社員を辞め

お子さんのケアに専念した」「非正規社員（パート・アルバイト含む）を辞めお子さんのケアに専念

した」「正規社員から正規社員への転職をした」と回答した人が対象のため、最大母数が 113 人。

（お子さんの人数合算の設問では、128人） 

 

Q22.雇用形態の変化の理由 × Q1.家族構成 

「自分の心身の健康状態が悪化したため」を選択した家庭で父親が同居の割合が 65.9％と、他の

層に比べ低い傾向にある。 

 

 

  

問1.お子さんからみた家族構成（同居の家族）をお答えください。（複数回答可）

父

親

母

親

祖

父

祖

母

兄

弟

姉

妹

そ

の

他

113 78 106 6 12 70 3

100.0 69.0 93.8 5.3 10.6 61.9 2.7

69 53 65 4 5 48 0

100.0 76.8 94.2 5.8 7.2 69.6 0.0

20 17 19 1 1 18 0

100.0 85.0 95.0 5.0 5.0 90.0 0.0

26 21 25 1 2 22 2

100.0 80.8 96.2 3.8 7.7 84.6 7.7

5 4 5 0 0 2 0

100.0 80.0 100.0 0.0 0.0 40.0 0.0

44 29 42 1 2 30 0

100.0 65.9 95.5 2.3 4.5 68.2 0.0

11 8 11 0 1 9 0

100.0 72.7 100.0 0.0 9.1 81.8 0.0

7 7 7 0 1 7 1

100.0 100.0 100.0 0.0 14.3 100.0 14.3

39 27 36 1 4 26 0

100.0 69.2 92.3 2.6 10.3 66.7 0.0

15 8 14 0 2 5 0

100.0 53.3 93.3 0.0 13.3 33.3 0.0

  全  体

  全  体

雇用形態

業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため

風土として、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため（例　上司等に相談した

が理解を得られなかった、相談できる雰囲気ではなかった）

お子さんのケアに利用できる会社の制度が無かった、知らなかったため

お子さんのケアに関する会社の制度は知っていたが、活用できなかったため

自分の心身の健康状態が悪化したため

学校外施設（教育支援センター、フリースクールなど）を利用したかったが利用ができず、

家でお子さんの面倒をみることになったため

家族や親族から理解・協力が得られなかったため

自身の希望としてお子さんのケアに専念したかったため

その他
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Q22.雇用形態の変化の理由 × Q5.長期欠席の原因・きっかけ 

「昇進を諦めた又は降格した」、「休職や退職を検討した」を選択した層で、「気持ちが落ち込んだ

り、いらいらしたりした」の割合が高い。 

 

  

い

や

が

ら

せ

や

い

じ

め

を

う

け

た

い

や

が

ら

せ

や

い

じ

め

に

加

わ

っ

て

し

ま

っ

た

い

じ

め

以

外

の

友

人

関

係

の

ト

ラ

ブ

ル

が

あ

っ

た

仲

の

良

い

友

達

が

い

な

か

っ

た

先

生

と

あ

わ

な

か

っ

た

先

生

に

厳

し

く

怒

ら

れ

た

勉

強

が

分

か

ら

な

か

っ

た

授

業

が

か

ん

た

ん

す

ぎ

た

成

績

が

下

が

っ

た

宿

題

が

で

き

な

か

っ

た

将

来

の

進

路

の

こ

と

で

悩

ん

で

い

た

部

活

動

の

問

題

学

校

の

き

ま

り

の

こ

と

128 24 1 21 20 33 12 29 0 6 11 3 7 16

100.0 18.8 0.8 16.4 15.6 25.8 9.4 22.7 0.0 4.7 8.6 2.3 5.5 12.5

78 15 0 12 10 20 7 20 0 5 5 2 5 9

100.0 19.2 0.0 15.4 12.8 25.6 9.0 25.6 0.0 6.4 6.4 2.6 6.4 11.5

24 4 0 4 2 9 0 9 0 1 0 1 4 2

100.0 16.7 0.0 16.7 8.3 37.5 0.0 37.5 0.0 4.2 0.0 4.2 16.7 8.3

29 3 0 4 4 7 3 9 0 3 0 1 1 5

100.0 10.3 0.0 13.8 13.8 24.1 10.3 31.0 0.0 10.3 0.0 3.4 3.4 17.2

5 1 0 1 0 4 1 1 0 0 0 0 0 0

100.0 20.0 0.0 20.0 0.0 80.0 20.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

46 8 0 9 7 9 2 13 0 2 4 1 4 6

100.0 17.4 0.0 19.6 15.2 19.6 4.3 28.3 0.0 4.3 8.7 2.2 8.7 13.0

12 1 0 1 3 7 3 3 0 1 0 1 0 3

100.0 8.3 0.0 8.3 25.0 58.3 25.0 25.0 0.0 8.3 0.0 8.3 0.0 25.0

9 1 0 1 1 2 0 1 0 0 0 0 1 1

100.0 11.1 0.0 11.1 11.1 22.2 0.0 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 11.1 11.1

44 6 0 6 3 12 3 10 0 2 2 1 2 5

100.0 13.6 0.0 13.6 6.8 27.3 6.8 22.7 0.0 4.5 4.5 2.3 4.5 11.4

17 3 0 0 3 2 2 4 0 1 4 1 2 2

100.0 17.6 0.0 0.0 17.6 11.8 11.8 23.5 0.0 5.9 23.5 5.9 11.8 11.8

入

学

、

進

級

、

転

校

し

て

学

校

や

ク

ラ

ス

に

合

わ

な

か

っ

た

学

校

で

、

声

や

音

が

う

る

さ

か

っ

た

り

、

い

や

な

に

お

い

が

し

た

り

し

た

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

、

ゲ

ー

ム

、

動

画

視

聴

、

S

N

S

な

ど

の

影

響

学

校

と

は

違

っ

た

こ

と

（

遊

び

）

を

し

た

か

っ

た

か

ら

だ

の

不

調

気

持

ち

が

落

ち

込

ん

だ

り

、

い

ら

い

ら

し

た

り

し

た

夜

ね

む

れ

な

か

っ

た

り

、

朝

起

き

ら

れ

な

か

っ

た

り

し

た

家

で

の

生

活

が

変

わ

っ

た

親

の

こ

と

家

族

の

世

話

や

家

事

が

忙

し

か

っ

た

そ

の

他

（

自

由

記

述

）

わ

か

ら

な

い

答

え

た

く

な

い

21 30 12 7 42 49 37 5 4 0 24 12 0

16.4 23.4 9.4 5.5 32.8 38.3 28.9 3.9 3.1 0.0 18.8 9.4 0.0

13 22 8 5 29 33 23 3 3 0 12 6 0

16.7 28.2 10.3 6.4 37.2 42.3 29.5 3.8 3.8 0.0 15.4 7.7 0.0

6 4 2 1 11 10 10 1 2 0 4 2 0

25.0 16.7 8.3 4.2 45.8 41.7 41.7 4.2 8.3 0.0 16.7 8.3 0.0

6 8 4 2 11 11 12 0 1 0 3 3 0

20.7 27.6 13.8 6.9 37.9 37.9 41.4 0.0 3.4 0.0 10.3 10.3 0.0

1 1 0 1 2 2 1 0 0 0 2 0 0

20.0 20.0 0.0 20.0 40.0 40.0 20.0 0.0 0.0 0.0 40.0 0.0 0.0

8 9 6 4 15 20 16 3 3 0 7 5 0

17.4 19.6 13.0 8.7 32.6 43.5 34.8 6.5 6.5 0.0 15.2 10.9 0.0

3 5 0 2 6 8 4 1 1 0 3 0 0

25.0 41.7 0.0 16.7 50.0 66.7 33.3 8.3 8.3 0.0 25.0 0.0 0.0

2 2 1 0 4 5 3 0 2 0 0 3 0

22.2 22.2 11.1 0.0 44.4 55.6 33.3 0.0 22.2 0.0 0.0 33.3 0.0

8 9 3 2 16 15 9 3 3 0 9 5 0

18.2 20.5 6.8 4.5 36.4 34.1 20.5 6.8 6.8 0.0 20.5 11.4 0.0

2 5 3 0 5 3 3 0 1 0 6 3 0

11.8 29.4 17.6 0.0 29.4 17.6 17.6 0.0 5.9 0.0 35.3 17.6 0.0

  全  体

雇用形態

遅刻、早退、中抜け、欠勤が増えた

仕事の内容や働き方を変えた（時短やシフト勤務、内勤への変更等）

働く時間や場所に制約が出た（残業、出張ができなくなった等）

仕事のパフォーマンスが下がった（業務に集中できないこと等）

在宅勤務が増えた

昇進を諦めた又は降格した

休職や退職を検討した

その他（自由記述）

特に影響はなかった

  全  体

問5-1.お子さんが学校を長期欠席していた要因・きっかけは何ですか。（複数回答可）

  全  体

雇用形態

遅刻、早退、中抜け、欠勤が増えた

仕事の内容や働き方を変えた（時短やシフト勤務、内勤への変更等）

働く時間や場所に制約が出た（残業、出張ができなくなった等）

仕事のパフォーマンスが下がった（業務に集中できないこと等）

在宅勤務が増えた

昇進を諦めた又は降格した

休職や退職を検討した

その他（自由記述）

特に影響はなかった
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Q22.雇用形態の変化の理由 × Q8.SC・SSWの利用状況 

SC を「現在利用している」割合は、「業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だった

ため」の層で 23.2％（nが少ない層を除く） 

 

 

 

 

SSW を「現在利用している」割合は、「業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だっ

たため」の層で 10.1％（nが少ない層を除く） 

 

 

  

業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため  (n=69)

風土として、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため（例　上司等に

相談したが理解を得られなかった、相談できる雰囲気ではなかった）（n=4）

お子さんのケアに利用できる会社の制度が無かった、知らなかったため  (n=26)

お子さんのケアに関する会社の制度は知っていたが、活用できなかったため  (n=5)

自分の心身の健康状態が悪化したため  (n=44)

学校外施設（教育支援センター、フリースクールなど）を利用したかったが

利用ができず、家でお子さんの面倒をみることになったため（n=0）

家族や親族から理解・協力が得られなかったため  (n=7)

自身の希望としてお子さんのケアに専念したかったため  (n=39)

その他  (n=15)

S

C

の

利

用

23.2

10.0

11.5

20.0

25.0

9.1

17.9

20.0

56.5

50.0

65.4

40.0

52.3

81.8

85.7

51.3

53.3

1.4

5.0

5.1

1.4

2.3

2.6

11.6

10.0

15.4

20.0

9.1

12.8

2.3

2.6

5.8

25.0

7.7

20.0

9.1

9.1

14.3

7.7

13.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

13.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

現在利用している 過去に利用したことはあるが、現在は利用していない

利用したことがないが、利用を検討している 利用したいが、利用できない状況にある

今は利用するつもりはないが、必要になれば検討する その他

利用したくない どういったものか知らない、わからない

業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため  (n=69)

風土として、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため（例　上司等に

相談したが理解を得られなかった、相談できる雰囲気ではなかった）（n=4）

お子さんのケアに利用できる会社の制度が無かった、知らなかったため  (n=26)

お子さんのケアに関する会社の制度は知っていたが、活用できなかったため  (n=5)

自分の心身の健康状態が悪化したため  (n=44)

学校外施設（教育支援センター、フリースクールなど）を利用したかったが

利用ができず、家でお子さんの面倒をみることになったため（n=0）

家族や親族から理解・協力が得られなかったため  (n=7)

自身の希望としてお子さんのケアに専念したかったため  (n=39)

その他  (n=15)

S

S

W

の

利

用

10.1

3.8

9.1

14.3

2.6

6.7

15.9

15.0

11.5

40.0

4.5

45.5

14.3

7.7

26.7

2.9

5.0

2.6

4.3

3.8

4.5

7.7

34.8

30.0

30.8

40.0

27.3

27.3

42.9

35.9

6.7

4.3

5.0

7.7

6.8

7.7

4.3

20.0

7.7

0.0

6.8

0.0

14.3

5.1

13.3

23.2

25.0

34.6

20.0

40.9

27.3

14.3

30.8

46.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

現在利用している 過去に利用したことはあるが、現在は利用していない

利用したことがないが、利用を検討している 利用したいが、利用できない状況にある

今は利用するつもりはないが、必要になれば検討する その他

利用したくない どういったものか知らない、わからない
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Q22.雇用形態の変化の理由 × Q10.学校外支援の利用状況 

 

「現在利用している」割合は、「業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため」

の層で 24.6％（nが少ない層を除く） 

 

 

 

 

Q22.雇用形態の変化の理由 × Q16.最もケアした人 

「お子さんのケアに関する会社の制度は知っていたが、活用できなかったため」を選択した人は、

他の選択肢に比べ、父親が最もケアした人である割合が高い。 

 

  

業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため  (n=69)

風土として、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため（例　上司等に

相談したが理解を得られなかった、相談できる雰囲気ではなかった）  (n=20)

お子さんのケアに利用できる会社の制度が無かった、知らなかったため  (n=26)

お子さんのケアに関する会社の制度は知っていたが、活用できなかったため  (n=5)

自分の心身の健康状態が悪化したため  (n=44)

学校外施設（教育支援センター、フリースクールなど）を利用したかったが利用が

できず、家でお子さんの面倒をみることになったため  (n=11)

家族や親族から理解・協力が得られなかったため  (n=7)

自身の希望としてお子さんのケアに専念したかったため  (n=39)

その他  (n=15)

24.6

20.0

15.4

20.0

15.9

9.1

28.6

20.5

13.3

15.9

20.0

11.5

40.0

15.9

18.2

0.0

12.8

20.0

7.2

5.0

7.7

0.0

4.5

0.0

0.0

5.1

6.7

11.6

5.0

23.1

20.0

9.1

9.1

14.3

2.6

20.0

33.3

50.0

34.6

20.0

45.5

36.4

57.1

46.2

6.7

4.3

0.0

3.8

0.0

4.5

18.2

0.0

7.7

6.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.6

6.7

2.9

0.0

3.8

0.0

4.5

9.1

0.0

2.6

20.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

現在利用している 過去に利用したことはあるが、現在は利用していない

利用したことがないが、利用を検討している 利用したいが、利用できない状況にある

今は利用するつもりはないが、必要になれば検討する その他

利用したくない どういったものか知らない、わからない

業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため  (n=69)

風土として、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため（例　上司等に

相談したが理解を得られなかった、相談できる雰囲気ではなかった）  (n=20)

お子さんのケアに利用できる会社の制度が無かった、知らなかったため  (n=26)

お子さんのケアに関する会社の制度は知っていたが、活用できなかったため  (n=5)

自分の心身の健康状態が悪化したため  (n=44)

学校外施設（教育支援センター、フリースクールなど）を利用したかったが利用が

できず、家でお子さんの面倒をみることになったため  (n=11)

家族や親族から理解・協力が得られなかったため  (n=7)

自身の希望としてお子さんのケアに専念したかったため  (n=39)

その他  (n=15)

5.8

5.0

3.8

20.0

2.3

9.1

5.1

88.4

85.0

92.3

60.0

88.6

81.8

100.0

84.6

93.3

5.8

10.0

3.8

20.0

9.1

9.1

10.3

6.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

父親 母親 祖父 祖母 兄弟姉妹 その他
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Q22.雇用形態の変化の理由 × Q17.不安や悩み事 

「業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため」、「自分の心身の健康状態が悪

化したため」を選択した層は、「自分の仕事との両立に対する悩み」の選択割合が高い。 

 

  

お

子

さ

ん

の

周

囲

の

人

と

の

関

わ

り

方

に

つ

い

て

お

子

さ

ん

の

将

来

に

対

す

る

不

安

に

つ

い

て

（

保

護

者

が

お

子

さ

ん

の

将

来

に

対

し

不

安

を

感

じ

て

い

る

）

お

子

さ

ん

の

学

習

の

遅

れ

や

家

庭

で

の

学

習

対

応

の

難

し

さ

に

つ

い

て

お

子

さ

ん

へ

の

接

し

方

や

サ

ポ

ー

ト

の

あ

り

方

に

つ

い

て

お

子

さ

ん

の

生

活

リ

ズ

ム

の

乱

れ

や

体

力

の

低

下

に

つ

い

て

学

校

や

担

任

と

の

や

り

取

り

や

調

整

学

校

以

外

の

支

援

機

関

（

病

院

、

診

療

所

含

む

）

と

の

や

り

取

り

や

調

整

学

校

以

外

の

支

援

機

関

（

フ

リ

ー

ス

ク

ー

ル

等

含

む

）

へ

の

送

迎

負

担

、

時

間

的

制

約

自

分

自

身

の

自

由

な

時

間

が

確

保

で

き

な

い

自

分

の

仕

事

と

の

両

立

に

対

す

る

悩

み

113 70 82 77 62 68 64 49 42 49 91

100.0 61.9 72.6 68.1 54.9 60.2 56.6 43.4 37.2 43.4 80.5

69 43 50 50 39 43 38 33 29 32 59

100.0 62.3 72.5 72.5 56.5 62.3 55.1 47.8 42.0 46.4 85.5

20 13 13 14 6 12 11 9 10 9 16

100.0 65.0 65.0 70.0 30.0 60.0 55.0 45.0 50.0 45.0 80.0

26 16 17 19 11 14 15 11 8 10 22

100.0 61.5 65.4 73.1 42.3 53.8 57.7 42.3 30.8 38.5 84.6

5 5 3 4 3 4 4 2 3 3 4

100.0 100.0 60.0 80.0 60.0 80.0 80.0 40.0 60.0 60.0 80.0

44 27 32 28 22 30 27 21 15 18 38

100.0 61.4 72.7 63.6 50.0 68.2 61.4 47.7 34.1 40.9 86.4

11 6 7 9 5 8 8 7 4 8 10

100.0 54.5 63.6 81.8 45.5 72.7 72.7 63.6 36.4 72.7 90.9

7 5 5 5 5 6 3 5 4 5 7

100.0 71.4 71.4 71.4 71.4 85.7 42.9 71.4 57.1 71.4 100.0

39 25 29 27 22 26 24 20 15 21 33

100.0 64.1 74.4 69.2 56.4 66.7 61.5 51.3 38.5 53.8 84.6

15 7 11 11 9 13 10 9 7 7 12

100.0 46.7 73.3 73.3 60.0 86.7 66.7 60.0 46.7 46.7 80.0

家

族

以

外

の

誰

に

も

相

談

で

き

ず

に

い

る

孤

立

感

お

子

さ

ん

を

長

期

欠

席

さ

せ

て

い

る

こ

と

に

対

す

る

感

情

（

不

安

等

）

家

庭

内

で

の

意

見

の

相

違

・

食

い

違

い

家

族

の

協

力

が

あ

ま

り

な

く

自

分

ひ

と

り

頑

張

っ

て

い

る

孤

独

感

長

期

欠

席

が

い

つ

改

善

す

る

の

か

見

通

し

が

つ

か

な

い

こ

と

へ

の

不

安

現

状

の

経

済

的

困

窮

将

来

的

に

経

済

的

困

窮

に

陥

る

の

で

は

な

い

か

と

い

う

不

安

長

期

欠

席

の

お

子

さ

ま

と

、

そ

の

他

の

兄

弟

姉

妹

と

の

関

わ

り

度

合

い

の

ア

ン

バ

ラ

ン

ス

さ

そ

の

他

特

に

不

安

や

悩

み

事

、

負

担

を

感

じ

て

い

な

い

27 64 34 33 63 45 44 53 10 2

23.9 56.6 30.1 29.2 55.8 39.8 38.9 46.9 8.8 1.8

18 40 24 19 39 28 27 39 7 1

26.1 58.0 34.8 27.5 56.5 40.6 39.1 56.5 10.1 1.4

6 10 7 8 7 8 7 7 2 1

30.0 50.0 35.0 40.0 35.0 40.0 35.0 35.0 10.0 5.0

7 17 8 6 17 13 10 14 1 0

26.9 65.4 30.8 23.1 65.4 50.0 38.5 53.8 3.8 0.0

2 3 2 1 3 2 2 2 1 0

40.0 60.0 40.0 20.0 60.0 40.0 40.0 40.0 20.0 0.0

10 29 12 14 27 21 20 22 3 0

22.7 65.9 27.3 31.8 61.4 47.7 45.5 50.0 6.8 0.0

4 6 6 5 7 6 5 7 0 0

36.4 54.5 54.5 45.5 63.6 54.5 45.5 63.6 0.0 0.0

5 5 4 6 6 4 3 5 1 0

71.4 71.4 57.1 85.7 85.7 57.1 42.9 71.4 14.3 0.0

12 23 13 11 23 14 18 20 5 1

30.8 59.0 33.3 28.2 59.0 35.9 46.2 51.3 12.8 2.6

5 7 3 6 9 8 10 6 3 1

33.3 46.7 20.0 40.0 60.0 53.3 66.7 40.0 20.0 6.7

  全  体

問17.お子さんを支える中で感じた不安や悩み事、精神的・身体的な負担についてお答えください。（複数回答可）

  全  体

雇用形態

業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため

風土として、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため

（例　上司等に相談したが理解を得られなかった、相談できる雰囲気ではなかった）

お子さんのケアに利用できる会社の制度が無かった、知らなかったため

お子さんのケアに関する会社の制度は知っていたが、活用できなかったため

自分の心身の健康状態が悪化したため

学校外施設（教育支援センター、フリースクールなど）を利用したかったが

利用ができず、家でお子さんの面倒をみることになったため

家族や親族から理解・協力が得られなかったため

自身の希望としてお子さんのケアに専念したかったため

その他

  全  体

雇用形態

業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため

風土として、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため

（例　上司等に相談したが理解を得られなかった、相談できる雰囲気ではなかった）

お子さんのケアに利用できる会社の制度が無かった、知らなかったため

お子さんのケアに関する会社の制度は知っていたが、活用できなかったため

自分の心身の健康状態が悪化したため

学校外施設（教育支援センター、フリースクールなど）を利用したかったが

利用ができず、家でお子さんの面倒をみることになったため

家族や親族から理解・協力が得られなかったため

自身の希望としてお子さんのケアに専念したかったため

その他
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Q22.雇用形態の変化の理由 × Q23.働き方の変化 

 「風土として、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため」を選択した家庭は、「休職

や退職を検討した」の割合が 75.0％。 

 

 

  

遅

刻

、

早

退

、

中

抜

け

、

欠

勤

が

増

え

た

仕

事

の

内

容

や

働

き

方

を

変

え

た

（

時

短

や

シ

フ

ト

勤

務

、

内

勤

へ

の

変

更

等

）

働

く

時

間

や

場

所

に

制

約

が

出

た

（

残

業

、

出

張

が

で

き

な

く

な

っ

た

等

）

仕

事

の

パ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス

が

下

が

っ

た

（

業

務

に

集

中

で

き

な

い

こ

と

等

）

在

宅

勤

務

が

増

え

た

昇

進

を

諦

め

た

又

は

降

格

し

た

休

職

や

退

職

を

検

討

し

た

そ

の

他

特

に

影

響

は

な

か

っ

た

お

子

さ

ん

の

ケ

ア

に

関

わ

ら

ず

就

労

は

し

て

い

な

い

（

専

業

主

婦

（

主

夫

）

等

）

113 67 43 33 33 6 12 67 4 7 1

100.0 59.3 38.1 29.2 29.2 5.3 10.6 59.3 3.5 6.2 0.9

69 45 33 27 23 3 9 48 3 0 0

100.0 65.2 47.8 39.1 33.3 4.3 13.0 69.6 4.3 0.0 0.0

20 13 10 7 8 2 4 15 1 0 0

100.0 65.0 50.0 35.0 40.0 10.0 20.0 75.0 5.0 0.0 0.0

26 19 9 7 12 0 6 18 2 0 0

100.0 73.1 34.6 26.9 46.2 0.0 23.1 69.2 7.7 0.0 0.0

5 4 3 3 3 0 0 4 0 0 0

100.0 80.0 60.0 60.0 60.0 0.0 0.0 80.0 0.0 0.0 0.0

44 30 19 15 18 2 8 27 3 2 0

100.0 68.2 43.2 34.1 40.9 4.5 18.2 61.4 6.8 4.5 0.0

11 9 6 5 7 2 2 9 0 0 0

100.0 81.8 54.5 45.5 63.6 18.2 18.2 81.8 0.0 0.0 0.0

7 7 6 4 6 0 1 7 0 0 0

100.0 100.0 85.7 57.1 85.7 0.0 14.3 100.0 0.0 0.0 0.0

39 23 20 12 14 4 4 27 1 1 0

100.0 59.0 51.3 30.8 35.9 10.3 10.3 69.2 2.6 2.6 0.0

15 5 4 3 3 1 1 7 1 2 1

100.0 33.3 26.7 20.0 20.0 6.7 6.7 46.7 6.7 13.3 6.7

  全  体

問23.お子さんのケアのために、働き方に変化はありましたか。（複数回答可）

その他

  全  体

雇用形態

業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため

風土として、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため

（例　上司等に相談したが理解を得られなかった、相談できる雰囲気ではなかった）

お子さんのケアに利用できる会社の制度が無かった、知らなかったため

お子さんのケアに関する会社の制度は知っていたが、活用できなかったため

自分の心身の健康状態が悪化したため

学校外施設（教育支援センター、フリースクールなど）を利用したかったが

利用ができず、家でお子さんの面倒をみることになったため

家族や親族から理解・協力が得られなかったため

自身の希望としてお子さんのケアに専念したかったため
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Q22.雇用形態の変化の理由 × Q24.ケアと仕事の両立に望むもの 

 「お子さんのケアに利用できる会社の制度が無かった、知らなかったため」を選択した家庭は、

「お子さんのケアと仕事の両立に関する社内制度の整備」の選択率が他の層に比べ高い。 

「風土として、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため（例 上司等に相談したが理

解を得られなかった、相談できる雰囲気ではなかった）」を選択した家庭では、「お子さんのケアに

理解がある職場風土」の選択率が他の層に比べ高い。 

 

 

  

柔

軟

な

勤

務

時

間

（

登

校

支

援

・

通

院

対

応

に

あ

わ

せ

た

出

退

勤

調

整

な

ど

）

テ

レ

ワ

ー

ク

・

在

宅

勤

務

の

選

択

肢

の

拡

充

精

神

的

負

担

を

軽

減

す

る

た

め

の

相

談

窓

口

（

社

内

・

外

部

カ

ウ

ン

セ

リ

ン

グ

な

ど

）

の

整

備

同

じ

悩

み

を

抱

え

る

職

員

同

士

の

情

報

交

換

・

支

援

の

場

の

設

置

お

子

さ

ん

の

ケ

ア

と

仕

事

の

両

立

に

関

す

る

社

内

制

度

の

整

備

お

子

さ

ん

の

ケ

ア

と

仕

事

の

両

立

に

関

す

る

制

度

・

支

援

情

報

の

積

極

的

な

周

知

お

子

さ

ん

の

ケ

ア

に

理

解

が

あ

る

職

場

風

土

（

同

僚

・

上

司

の

理

解

も

含

む

）

そ

の

他

特

に

求

め

る

も

の

は

な

い

113 86 50 16 18 54 42 58 5 8

100.0 76.1 44.2 14.2 15.9 47.8 37.2 51.3 4.4 7.1

69 60 34 10 11 34 27 33 2 2

100.0 87.0 49.3 14.5 15.9 49.3 39.1 47.8 2.9 2.9

20 18 12 4 4 9 7 15 1 1

100.0 90.0 60.0 20.0 20.0 45.0 35.0 75.0 5.0 5.0

26 21 13 4 3 18 13 15 1 0

100.0 80.8 50.0 15.4 11.5 69.2 50.0 57.7 3.8 0.0

5 5 3 1 2 3 2 3 0 0

100.0 100.0 60.0 20.0 40.0 60.0 40.0 60.0 0.0 0.0

44 33 19 8 5 25 15 25 2 2

100.0 75.0 43.2 18.2 11.4 56.8 34.1 56.8 4.5 4.5

11 9 5 3 2 7 5 5 0 0

100.0 81.8 45.5 27.3 18.2 63.6 45.5 45.5 0.0 0.0

7 7 4 2 2 6 4 6 0 0

100.0 100.0 57.1 28.6 28.6 85.7 57.1 85.7 0.0 0.0

39 29 17 9 9 17 14 22 1 4

100.0 74.4 43.6 23.1 23.1 43.6 35.9 56.4 2.6 10.3

15 7 5 2 4 8 6 8 2 3

100.0 46.7 33.3 13.3 26.7 53.3 40.0 53.3 13.3 20.0

  全  体

問24.勤務先において、お子さんのケアと仕事を両立させるために何を求めますか。（複数回答可）

学校外施設（教育支援センター、フリースクールなど）を利用したかったが

利用ができず、家でお子さんの面倒をみることになったため

家族や親族から理解・協力が得られなかったため

自身の希望としてお子さんのケアに専念したかったため

その他

  全  体

雇用形態

業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため

風土として、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため

（例　上司等に相談したが理解を得られなかった、相談できる雰囲気ではなかった）

お子さんのケアに利用できる会社の制度が無かった、知らなかったため

お子さんのケアに関する会社の制度は知っていたが、活用できなかったため

自分の心身の健康状態が悪化したため
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Q22.雇用形態の変化の理由 × Q26.行政に求める支援 

【Q26-1.お子さんに対するカウンセリングなどの心理的支援の充実】 

「強く望む」割合は、「家族や親族から理解・協力が得られなかったため」を選択した層で 71.4％。

（母数の少なさに留意が必要） 

 

 

 

【Q26-2.関係機関とつなぐスクールソーシャルワーカー（SSW）の充実】  

「強く望む」割合は、「家族や親族から理解・協力が得られなかったため」を選択した層で 57.1％

（母数の少なさに留意が必要）。 

 

 

  

業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため  (n=69)

風土として、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため（例　上司等に相

談したが理解を得られなかった、相談できる雰囲気ではなかった）  (n=20)

お子さんのケアに利用できる会社の制度が無かった、知らなかったため  (n=26)

お子さんのケアに関する会社の制度は知っていたが、活用できなかったため  (n=5)

自分の心身の健康状態が悪化したため  (n=44)

学校外施設（教育支援センター、フリースクールなど）を利用したかったが利用がで

きず、家でお子さんの面倒をみることになったため  (n=11)

家族や親族から理解・協力が得られなかったため  (n=7)

自身の希望としてお子さんのケアに専念したかったため  (n=39)

その他  (n=15)

49.3

45.0

34.6

60.0

47.7

45.5

71.4

35.9

33.3

30.4

20.0

26.9

29.5

18.2

14.3

35.9

40.0

11.6

10.0

23.1

20.0

18.2

27.3

17.9

13.3

4.3

20.0

3.8

20.0

2.3

9.1

7.7

13.3

4.3

5.0

11.5

0.0

2.3

0.0

14.3

2.6

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため  (n=69)

風土として、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため（例　上司等に相

談したが理解を得られなかった、相談できる雰囲気ではなかった）  (n=20)

お子さんのケアに利用できる会社の制度が無かった、知らなかったため  (n=26)

お子さんのケアに関する会社の制度は知っていたが、活用できなかったため  (n=5)

自分の心身の健康状態が悪化したため  (n=44)

学校外施設（教育支援センター、フリースクールなど）を利用したかったが利用がで

きず、家でお子さんの面倒をみることになったため  (n=11)

家族や親族から理解・協力が得られなかったため  (n=7)

自身の希望としてお子さんのケアに専念したかったため  (n=39)

その他  (n=15)

44.9

50.0

34.6

80.0

38.6

45.5

57.1

30.8

33.3

21.7

10.0

15.4

27.3

18.2

14.3

35.9

33.3

24.6

20.0

34.6

20.0

31.8

36.4

14.3

28.2

20.0

4.3

15.0

3.8

2.6

13.3

4.3

5.0

11.5

0.0

2.3

0.0

14.3

2.6

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答
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【Q26-3.学校内での教室以外の居場所（スペシャルサポートルーム・校内教育支援センターなど）

の充実】 

「強く望む」割合は、「業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため」の層で

56.5％（nが少ない層を除く） 

 

 

 

 

【Q26-4.学校外での公的な学習支援・居場所（教育支援センター、学びの多様化学校等）の充実】 

「強く望む」割合は、「業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため」の層で

52.2％（nが少ない層を除く） 

 

 

  

業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため  (n=69)

風土として、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため（例　上司等に相

談したが理解を得られなかった、相談できる雰囲気ではなかった）  (n=20)

お子さんのケアに利用できる会社の制度が無かった、知らなかったため  (n=26)

お子さんのケアに関する会社の制度は知っていたが、活用できなかったため  (n=5)

自分の心身の健康状態が悪化したため  (n=44)

学校外施設（教育支援センター、フリースクールなど）を利用したかったが利用がで

きず、家でお子さんの面倒をみることになったため  (n=11)

家族や親族から理解・協力が得られなかったため  (n=7)

自身の希望としてお子さんのケアに専念したかったため  (n=39)

その他  (n=15)

56.5

50.0

69.2

40.0

54.5

72.7

57.1

48.7

46.7

26.1

25.0

11.5

60.0

31.8

18.2

28.6

38.5

33.3

10.1

10.0

7.7

9.1

5.1

13.3

2.9

10.0

2.3

9.1

5.1

6.7

4.3

5.0

11.5

0.0

2.3

14.3

2.6

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため  (n=69)

風土として、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため（例　上司等に相

談したが理解を得られなかった、相談できる雰囲気ではなかった）  (n=20)

お子さんのケアに利用できる会社の制度が無かった、知らなかったため  (n=26)

お子さんのケアに関する会社の制度は知っていたが、活用できなかったため  (n=5)

自分の心身の健康状態が悪化したため  (n=44)

学校外施設（教育支援センター、フリースクールなど）を利用したかったが利用がで

きず、家でお子さんの面倒をみることになったため  (n=11)

家族や親族から理解・協力が得られなかったため  (n=7)

自身の希望としてお子さんのケアに専念したかったため  (n=39)

その他  (n=15)

52.2

50.0

57.7

40.0

43.2

54.5

42.9

33.3

53.3

34.8

25.0

26.9

60.0

40.9

27.3

42.9

43.6

26.7

5.8

5.0

3.8

6.8

9.1

12.8

13.3

2.9

15.0

4.5

9.1

5.1

6.7

4.3

5.0

11.5

0.0

4.5

0.0

14.3

5.1

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答
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【Q26-5.学校外での民間の居場所（フリースクール、フリースペース、居場所等）の充実】 

「強く望む」割合は、「業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため」の層で

59.4％（nが少ない層を除く） 

 

 

 

 

【Q26-6.学校外支援（教育支援センター、フリースクール等）に通った場合でも、進学において不

利にならないこと】 

「強く望む」割合は、「業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため」の層で

73.9％（nが少ない層を除く） 

 

 

  

業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため  (n=69)

風土として、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため（例　上司等に相

談したが理解を得られなかった、相談できる雰囲気ではなかった）  (n=20)

お子さんのケアに利用できる会社の制度が無かった、知らなかったため  (n=26)

お子さんのケアに関する会社の制度は知っていたが、活用できなかったため  (n=5)

自分の心身の健康状態が悪化したため  (n=44)

学校外施設（教育支援センター、フリースクールなど）を利用したかったが利用がで

きず、家でお子さんの面倒をみることになったため  (n=11)

家族や親族から理解・協力が得られなかったため  (n=7)

自身の希望としてお子さんのケアに専念したかったため  (n=39)

その他  (n=15)

59.4

45.0

50.0

80.0

38.6

63.6

57.1

46.2

40.0

27.5

35.0

30.8

20.0

40.9

18.2

28.6

30.8

26.7

7.2

5.0

7.7

13.6

9.1

17.9

20.0

1.4

10.0

4.5

9.1

2.6

6.7

4.3

5.0

11.5

0.0

2.3

0.0

14.3

2.6

6.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため  (n=69)

風土として、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため（例　上司等に相

談したが理解を得られなかった、相談できる雰囲気ではなかった）  (n=20)

お子さんのケアに利用できる会社の制度が無かった、知らなかったため  (n=26)

お子さんのケアに関する会社の制度は知っていたが、活用できなかったため  (n=5)

自分の心身の健康状態が悪化したため  (n=44)

学校外施設（教育支援センター、フリースクールなど）を利用したかったが利用がで

きず、家でお子さんの面倒をみることになったため  (n=11)

家族や親族から理解・協力が得られなかったため  (n=7)

自身の希望としてお子さんのケアに専念したかったため  (n=39)

その他  (n=15)

73.9

80.0

73.1

100.0

61.4

72.7

71.4

56.4

53.3

15.9

5.0

11.5

27.3

18.2

14.3

30.8

26.7

1.4

3.8

4.5

5.1

13.3

2.9

10.0

4.5

9.1

5.1

6.7

5.8

5.0

11.5

0.0

2.3

14.3

2.6

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答
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【Q26-7.学習支援（オンライン授業の提供など）の充実】 

「強く望む」割合は、「業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため」の層で

63.8％（nが少ない層を除く） 

 

 

 

 

【Q26-8.親の会など同じ悩みを抱える人たちの交流の場】 

「強く望む」割合は、「業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため」の層で

30.4％（nが少ない層を除く） 

 

 

  

業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため  (n=69)

風土として、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため（例　上司等に相

談したが理解を得られなかった、相談できる雰囲気ではなかった）  (n=20)

お子さんのケアに利用できる会社の制度が無かった、知らなかったため  (n=26)

お子さんのケアに関する会社の制度は知っていたが、活用できなかったため  (n=5)

自分の心身の健康状態が悪化したため  (n=44)

学校外施設（教育支援センター、フリースクールなど）を利用したかったが利用がで

きず、家でお子さんの面倒をみることになったため  (n=11)

家族や親族から理解・協力が得られなかったため  (n=7)

自身の希望としてお子さんのケアに専念したかったため  (n=39)

その他  (n=15)

63.8

70.0

65.4

40.0

65.9

45.5

71.4

46.2

53.3

21.7

20.0

23.1

40.0

20.5

36.4

14.3

33.3

33.3

5.8

9.1

12.8

6.7

2.9

5.0

20.0

2.3

18.2

5.1

6.7

5.8

5.0

11.5

0.0

2.3

0.0

14.3

2.6

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため  (n=69)

風土として、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため（例　上司等に相

談したが理解を得られなかった、相談できる雰囲気ではなかった）  (n=20)

お子さんのケアに利用できる会社の制度が無かった、知らなかったため  (n=26)

お子さんのケアに関する会社の制度は知っていたが、活用できなかったため  (n=5)

自分の心身の健康状態が悪化したため  (n=44)

学校外施設（教育支援センター、フリースクールなど）を利用したかったが利用がで

きず、家でお子さんの面倒をみることになったため  (n=11)

家族や親族から理解・協力が得られなかったため  (n=7)

自身の希望としてお子さんのケアに専念したかったため  (n=39)

その他  (n=15)

30.4

20.0

23.1

60.0

25.0

27.3

57.1

33.3

40.0

31.9

25.0

34.6

20.0

22.7

45.5

28.6

20.5

26.7

26.1

30.0

26.9

20.0

40.9

18.2

33.3

20.0

5.8

20.0

3.8

6.8

9.1

7.7

13.3

5.8

5.0

11.5

0.0

4.5

0.0

14.3

5.1

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答
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【Q26-9.お子さんのケアを一時的に代わってくれる等、自分が休める時間の確保】 

「強く望む」割合は、「学校外施設（教育支援センター、フリースクールなど）を利用したかったが

利用ができず、家でお子さんの面倒をみることになったため」を選択した層、「お子さんのケアに関

する会社の制度は知っていたが、活用できなかったため」を選択した層、「家族や親族から理解・

協力が得られなかったため」を選択した層の順に高くなっている。 

 

 

 

【Q26-10.長期欠席や不登校の支援に関する情報提供】 

「強く望む」割合は、「業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため」の層で

62.3％（nが少ない層を除く） 

 

  

業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため  (n=69)

風土として、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため（例　上司等に相

談したが理解を得られなかった、相談できる雰囲気ではなかった）  (n=20)

お子さんのケアに利用できる会社の制度が無かった、知らなかったため  (n=26)

お子さんのケアに関する会社の制度は知っていたが、活用できなかったため  (n=5)

自分の心身の健康状態が悪化したため  (n=44)

学校外施設（教育支援センター、フリースクールなど）を利用したかったが利用がで

きず、家でお子さんの面倒をみることになったため  (n=11)

家族や親族から理解・協力が得られなかったため  (n=7)

自身の希望としてお子さんのケアに専念したかったため  (n=39)

その他  (n=15)

50.7

40.0

50.0

80.0

43.2

81.8

71.4

30.8

40.0

11.6

10.0

3.8

20.0

13.6

14.3

17.9

26.7

29.0

35.0

34.6

38.6

18.2

43.6

26.7

1.4

10.0

2.3

2.6

6.7

7.2

5.0

11.5

0.0

2.3

14.3

5.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため  (n=69)

風土として、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため（例　上司等に相

談したが理解を得られなかった、相談できる雰囲気ではなかった）  (n=20)

お子さんのケアに利用できる会社の制度が無かった、知らなかったため  (n=26)

お子さんのケアに関する会社の制度は知っていたが、活用できなかったため  (n=5)

自分の心身の健康状態が悪化したため  (n=44)

学校外施設（教育支援センター、フリースクールなど）を利用したかったが利用がで

きず、家でお子さんの面倒をみることになったため  (n=11)

家族や親族から理解・協力が得られなかったため  (n=7)

自身の希望としてお子さんのケアに専念したかったため  (n=39)

その他  (n=15)

62.3

55.0

69.2

80.0

47.7

72.7

85.7

43.6

46.7

24.6

30.0

11.5

20.0

34.1

18.2

43.6

33.3

5.8

5.0

7.7

11.4

9.1

7.7

13.3

1.4

5.0

2.3

2.6

6.7

5.8

5.0

11.5

0.0

4.5

14.3

2.6

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答
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【Q26-11.企業への意識や理解の促進】 

「強く望む」割合は、「業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため」の層で

62.3％（nが少ない層を除く） 

 

 

 

 

【Q26-12.企業への職場環境整備の支援】 

「強く望む」割合は、「業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため」の層で

68.1％（nが少ない層を除く） 

 

 

  

業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため  (n=69)

風土として、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため（例　上司等に相

談したが理解を得られなかった、相談できる雰囲気ではなかった）  (n=20)

お子さんのケアに利用できる会社の制度が無かった、知らなかったため  (n=26)

お子さんのケアに関する会社の制度は知っていたが、活用できなかったため  (n=5)

自分の心身の健康状態が悪化したため  (n=44)

学校外施設（教育支援センター、フリースクールなど）を利用したかったが利用がで

きず、家でお子さんの面倒をみることになったため  (n=11)

家族や親族から理解・協力が得られなかったため  (n=7)

自身の希望としてお子さんのケアに専念したかったため  (n=39)

その他  (n=15)

62.3

65.0

65.4

60.0

50.0

63.6

71.4

38.5

53.3

24.6

20.0

19.2

20.0

34.1

18.2

14.3

41.0

26.7

7.2

5.0

3.8

20.0

11.4

18.2

15.4

13.3

1.4

5.0

2.3

2.6

6.7

4.3

5.0

11.5

0.0

2.3

0.0

14.3

2.6

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため  (n=69)

風土として、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため（例　上司等に相

談したが理解を得られなかった、相談できる雰囲気ではなかった）  (n=20)

お子さんのケアに利用できる会社の制度が無かった、知らなかったため  (n=26)

お子さんのケアに関する会社の制度は知っていたが、活用できなかったため  (n=5)

自分の心身の健康状態が悪化したため  (n=44)

学校外施設（教育支援センター、フリースクールなど）を利用したかったが利用がで

きず、家でお子さんの面倒をみることになったため  (n=11)

家族や親族から理解・協力が得られなかったため  (n=7)

自身の希望としてお子さんのケアに専念したかったため  (n=39)

その他  (n=15)

68.1

70.0

69.2

60.0

56.8

72.7

85.7

46.2

53.3

18.8

15.0

19.2

20.0

29.5

18.2

28.2

20.0

7.2

5.0

20.0

9.1

9.1

17.9

13.3

1.4

5.0

2.3

2.6

6.7

4.3

5.0

11.5

0.0

2.3

14.3

5.1

6.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答
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【Q26-13.医療機関と繋がるための支援】 

「強く望む」割合は、「業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため」の層で

39.1％（nが少ない層を除く） 

 

 

 

【Q26-14.家庭や家族の課題について相談できる福祉機関と繋がるための支援】 

「強く望む」割合は、「業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため」の層で

37.7％（nが少ない層を除く） 

 

 

業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため  (n=69)

風土として、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため（例　上司等に相

談したが理解を得られなかった、相談できる雰囲気ではなかった）  (n=20)

お子さんのケアに利用できる会社の制度が無かった、知らなかったため  (n=26)

お子さんのケアに関する会社の制度は知っていたが、活用できなかったため  (n=5)

自分の心身の健康状態が悪化したため  (n=44)

学校外施設（教育支援センター、フリースクールなど）を利用したかったが利用がで

きず、家でお子さんの面倒をみることになったため  (n=11)

家族や親族から理解・協力が得られなかったため  (n=7)

自身の希望としてお子さんのケアに専念したかったため  (n=39)

その他  (n=15)

39.1

55.0

38.5

20.0

38.6

27.3

85.7

28.2

33.3

31.9

10.0

15.4

20.0

38.6

45.5

38.5

46.7

21.7

20.0

34.6

40.0

18.2

18.2

25.6

13.3

2.9

10.0

20.0

2.3

9.1

5.1

6.7

4.3

5.0

11.5

0.0

2.3

0.0

14.3

2.6

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答

業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため  (n=69)

風土として、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため（例　上司等に相

談したが理解を得られなかった、相談できる雰囲気ではなかった）  (n=20)

お子さんのケアに利用できる会社の制度が無かった、知らなかったため  (n=26)

お子さんのケアに関する会社の制度は知っていたが、活用できなかったため  (n=5)

自分の心身の健康状態が悪化したため  (n=44)

学校外施設（教育支援センター、フリースクールなど）を利用したかったが利用がで

きず、家でお子さんの面倒をみることになったため  (n=11)

家族や親族から理解・協力が得られなかったため  (n=7)

自身の希望としてお子さんのケアに専念したかったため  (n=39)

その他  (n=15)

37.7

50.0

38.5

40.0

38.6

27.3

85.7

28.2

53.3

39.1

15.0

23.1

40.0

36.4

45.5

38.5

20.0

15.9

15.0

26.9

20.0

18.2

18.2

23.1

13.3

2.9

15.0

4.5

9.1

7.7

13.3

4.3

5.0

11.5

0.0

2.3

0.0

14.3

2.6

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答


